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平成 19 年 3月号
MARCH

2 月 4 日、鹿児島県内で一番早い
といわれる田之浦山宮神社の春祭
り「ダゴ祭り」が行われました。
地域の方は、この日のために神舞
の練習をしたりダゴ花を作ったり
しました。（関連記事 10 頁）
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京
セ
ラ
名
誉
会
長
稲
盛
氏
講
演

　

生
涯
学
習
推
進
大
会
で
は
、
生
涯
学
習

ま
ち
づ
く
り
講
演
会
と
し
て
午
前
と
午
後

に
講
演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
午
前
11
時

か
ら
の
京
セ
ラ
の
名
誉
会
長
稲
盛
和
夫
氏

の
講
演
に
は
、
市
内
外
か
ら
企
業
や
商
工

会
等
の
関
係
者
も
数
多
く
参
加
さ
れ
、
会

場
は
あ
っ
と
い
う
間
に
満
員
と
な
り
ま
し

た
。

　
「
人
は
何
の
た
め
に
生
き
る
の
か
」
と

い
う
演
題
で
の
講
演
で
「
自
ら
の
起
業
家

と
し
て
の
基
本
は
、
み
ん
な
の
た
め
に
な

り
た
い
、
人
を
幸
せ
に
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
か
ら
で
あ
り
、
今
も
そ
の
気
持
ち
で

あ
る
。
何
に
対
し
て
も
感
謝
す
る
心
が
大

切
で
あ
る
」
等
と
い
っ
た
人
の
生
き
る
意

味
や
生
き
方
に
つ
い
て
非
常
に
深
く
感
銘

を
受
け
る
内
容
で
し
た
。
稲
盛
氏
の
人
間

味
溢
れ
る
物
静
か
な
口
調
に
、
会
場
の
参

加
者
ら
は
時
折
り
う
な
ず
き
な
が
ら
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

高
校
生
運
営
の
水
谷
先
生
の
講
演

　

講
師
の
水
谷
修
氏
は
、
非
行
や
薬
物
問

題
に
正
面
か
ら
向
か
い
、
深
夜
の
パ
ト

ロ
ー
ル
活
動
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

「
夜
回
り
先
生
」
と
呼
ば
れ
全
国
的
に
有

名
な
講
師
で
、
開
演
前
か
ら
多
く
の
人
が

集
ま
り
、
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
に
向
け
て
志
布
志
高
校
、
尚

志
館
高
校
、
有
明
高
校
の
25
人
の
高
校
生

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
組
織
し
、
１
月
か
ら

毎
週
土
曜
日
に
集
ま
り
、
ビ
デ
オ
を
視
聴

し
て
の
事
前
学
習
や
歓
迎
の
看
板
作
り
、

手
作
り
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
作
成
す
る
な
ど

の
準
備
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

当
日
の
運
営
で
も
、
受
付
か
ら
会
場
整

理
、
講
師
の
接
待
と
、
元
気
に
て
き
ぱ
き

と
行
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
は
「
夜
回
り
先
生
の
こ
こ
ろ
の
授

業
～
あ
し
た
元
気
に
な
あ
れ
～
」
と
い
う

演
題
で
し
た
が
、
水
谷
氏
の
一
言
一
言
に

青
少
年
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
保
護
者
な
ど

大
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
含
ま
れ
て
お

り
、
涙
を
拭
こ
う
と
し
な
い
参
加
者
で
埋

め
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

日本昔ばなしの朗読

様々な作品が展示されました フラダンス講座生の発表

かわいい踊りに会場は沸きました

水谷先生の講演会は高校生が運営しました

屋外ではバザーなども行われました

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
２
つ
の
講
演
会
を
開
催

講演する水谷氏

講演する稲盛氏

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

　

２
月
24
日
、
25
日
に
生
涯
学
習
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

１
日
目
の
推
進
大
会
で
は
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
で
志
布
志
保
育
園
児
に
よ
る
エ
イ

サ
ー
太
鼓
の
演
奏
の
後
、
開
会
行
事
が
あ

り
、
15
の
個
人
・
団
体
に
教
育
功
労
者
表

彰
が
贈
ら
れ
、
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

表
彰
、
そ
し
て
安
楽
小
学
校
に
九
州
Ｐ
Ｔ

Ａ
か
ら
の
表
彰
伝
達
が
行
わ
れ
、
開
会
行

事
後
は
、
お
に
ぎ
り
フ
ェ
ス
タ
と
講
演
会

等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ス
タ
で
は
、
食
育
推
進
に
向
け
、

本
市
で
作
っ
た
「
お
に
ぎ
り
が
す
き
！
」

の
曲
に
あ
わ
せ
、
志
布
志
幼
稚
園
児
に
よ

る
お
に
ぎ
り
ダ
ン
ス
や
香
月
小
５
年
生
に

よ
る
お
に
ぎ
り
コ
ー
ラ
ス
の
披
露
、
原
田

小
の
「
米
作
り
体
験
」
発
表
が
あ
り
、
参

加
者
の
食
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
グ
ラ
ン
ド
フ
ィ
ナ
ー
レ
で

は
、
市
内
全
域
か
ら
参
加
す
る
初
め
て
の

学
習
発
表
で
40
講
座
４
７
０
人
が
今
年
一

年
の
学
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

松
山
の
大
正
琴
で
幕
を
開
け
た
グ
ラ
ン

ド
フ
ィ
ナ
ー
レ
。
子
ど
も
が
主
役
の
「
子

ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」「
子
ど
も
太
鼓
」「
よ

さ
こ
い
踊
り
」
等
は
、
家
族
連
れ
で
の
参

加
で
、
カ
メ
ラ
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
浴
び
、

拍
手
の
渦
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
今
の
健
康
ブ
ー
ム
に
乗
り
開

設
さ
れ
た
「
真
向
法
」「
音
薬
体
操
」「
健

康
体
操
」
等
の
発
表
で
は
、
一
緒
に
体
を

動
か
す
観
客
も
多
く
見
ら
れ
、
健
康
志
向

の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

　
「
民
謡
」「
三
味
線
」「
コ
ー
ラ
ス
」「
朗

読
」「
ハ
ー
モ
ニ
カ
」等
の
発
表
で
は
、知
っ

て
い
る
話
や
曲
が
出
て
く
る
と
会
場
と
舞

台
が
一
体
化
し
、
懐
か
し
さ
も
手
伝
っ
て

涙
ぐ
む
人
や
、
曲
に
合
わ
せ
て
口
ず
さ
む

観
客
を
目
の
当
た
り
に
し
、
ま
さ
に
生
涯

学
習
の
真
髄
を
垣
間
見
た
よ
う
で
し
た
。

　

生
涯
学
習
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
講
座
生

の
木
彫
り
や
陶
芸
の
作
品
な
ど
45
講
座
か

ら
５
６
２
人
が
出
展
、
１
０
８
９
点
が
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
販
売
、
お
に
ぎ
り
作
り
体

験
コ
ー
ナ
ー
等
が
設
け
ら
れ
、
会
館
の
中

も
外
も
賑
や
か
な
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
生
涯
学
習
は
学
ぶ
き
っ
か
け
づ
く
り
」

で
す
。
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平

成
19
年
度
も
魅
力
あ
る
新
規
講
座
を
用
意

し
、
貴
方
の
参
加
を
心
か
ら
お
待
ち
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

生涯学習推進大会で表彰を受けた皆さん（敬称略）

 被　表　彰　者 　　　　 主　　な　　功　　績 地　域

中 原  長 門 教育委員として貢献。 松 山
原 口  済 教育委員長として貢献。 志 布 志
樺 山  資 次 教育委員として貢献。 有 明
肝 付  謙 二 文化財保護審議会委員として貢献。 志 布 志
原 口  和 任 文化財保護審議会委員として貢献。 松 山
山 下  伊 佐 美 体育指導委員として貢献。 有 明
堀 口  千 郎 体育指導委員として貢献。 有 明
池 尾  浩 幸 体育指導委員として貢献。 有 明
安 留  広 美 体育指導委員として貢献。 有 明
和 田  郁 雄 体育指導委員・体育協会長として貢献。 松 山
津 曲  勇 二 体育指導委員として貢献。 松 山
佐 藤  彰 子ども会育成連絡協議会長として貢献。 志 布 志
盛 田  廣 明 子ども会育成連絡協議会長として貢献。 志 布 志

延べ

生涯学習推進大会で表彰を受けた団体
志 布 志 文 化 財 愛 護 会 文化遺産の保存及びその環境整備など文化財保護行政の推進に寄与。
志布志町芸術文化振興会 文化事業への支援など芸術文化活動の活性化や振興に寄与。

第１回花いっぱいコンクール（敬称略）

幼稚園・保育園・学校の部
最 優 秀 賞 田之浦小学校
優 良 賞 伊﨑田中学校　山重小学校　安楽小学校

地域・職場の部
最 優 秀 賞 生涯学習まちづくり研究大会
優 良 賞 香月校区自治会　サンポートしぶしアピア

ガーデニングの部
最 優 秀 賞 恒吉 栄子
優 良 賞 柳 ミキ子　竹井 フサ子

九州・全国レベル以上の各種大会等での被表彰（本年度表彰され、まだ表彰伝達のないものから）
九州ブロックＰＴＡ協議会表彰 優 良 団 体 表 彰 安楽小学校ＰＴＡ

第 5回生涯学習フェスティバル漬物名人コンクール
最優秀賞 内 村 エ ミ ブロッコリーの黒砂糖漬け 有 明

学んで生かそう　みんなで広げてまちづくり

生涯学習のまちづくり

表彰をうけられた皆さんおめでとうございます
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官
民
一
体
の

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
誕
生

昭
和
63
年　

旧
志
布
志
町
が
国
の
生

　

涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル
事

　

業
の
指
定
を
受
け
、
生
涯
学
習
推

　

進
会
議
を
設
置
。

平
成
元
年　

論
理
よ
り
実
践
へ
と
民

　

間
主
導
の
志
布
志
さ
わ
や
か
大
学

　

が
開
校
。（
平
成
10
年
ま
で
）

平
成
３
年　

官
民
一
体
の
「
生
涯
学

　

習
セ
ン
タ
ー
」
を
開
所
し
、
生
涯

　

学
習
講
座
を
実
施
。

平
成
４
年　

生
涯
学
習
審
議
会
を
条
例

　

設
置
。

平
成
７
年　

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
、
講

　

師
選
定
、
広
報
編
集
等
を
行
う
生
涯

　

学
習
推
進
委
員
会
を
設
立
。

　

委
員
会
の
執
行
機
関
と
し
て
、生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
生
涯
学
習
講
座
の
募
集
・
開

設
、生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
企
画
運

営
、
情
報
誌
の
発
行
、
生
涯
学
習
に
関
す
る

相
談
業
務
等
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
へ

平
成
14
年　

生
涯
学
習
講
座
で
の
学

　

び
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
そ
う
と

　

聖
徳
大
学
（
千
葉
県
）
の
福
留
強

　

先
生
の
指
導
に
よ
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　

全
国
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
協
会

　

と
連
携
し
た
『
生
涯
学
習
と
ま
ち

　

づ
く
り
を
楽
し
む
セ
ミ
ナ
ー
』　

事

　

業
を
開
始
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
、
し
ぶ
し
Ｉ
Ｋ
Ｉ
Ｉ
Ｋ
Ｉ

（
い
き
い
き
）
夢
発
見
塾
「
地
域
ア
ニ
メ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」
や
、
子
ど
も
が
メ
イ
ン

の「
平
成
子
ど
も
ふ
る
さ
と
検
地
」等
で
す
。

　

受
講
生
は
地
域
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
に
登
録

し
、「
志
布
志
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
研

究
会
」
を
発
足
、
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
調
査
、
実
践
研
究
を
行
っ
て

い
ま
す
。

創
年
と
子
ど
も
の
ま
ち
宣
言
事
業

平
成
15
年　

聖
徳
大
学
と
全
国
生
涯

　

学
習
ま
ち
づ
く
り
協
会
と
協
働
し

　

て
、「
志
布
志
創
年
市
民
大
学
」
の

　

開
学
と
「
第
３
回
全
国
子
ど
も
を

　

ほ
め
よ
う
研
究
大
会
」
の
開
催
等

　

を
行
う
「
創
年
と
子
ど
も
の
ま
ち

　

宣
言
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
。

　

創
年
（
地
域
社
会
の
た
め
に
力
を
発
揮

し
、
人
生
を
創
造
的
に
生
き
る
中
高
年
の

意
）
と
子
ど
も
の
交
流
に
よ
り
、
創
年
に

は
、
経
験
と
能
力
を
活
か
し
て
子
ど
も
に

対
す
る
指
導
を
通
じ
て
生
き
が
い
を
も
た

ら
し
、
子
ど
も
に
は
、
創
年
に
対
す
る
尊

敬
と
地
域
で
生
き
る
知
恵
を
継
承
す
る
全

国
初
の
モ
デ
ル
事
業
で
す
。

創
年
と
子
ど
も
の
ま
ち
の
大
会
宣
言

一
、
私
た
ち
創
年
は
、
地
域
で
ほ
め
、
叱

　
　

り
、
見
つ
め
、
守
り
、
抱
き
し
め
る

　
　

こ
と
で
明
日
を
ひ
ら
く
心
豊
か
で
た

　
　

く
ま
し
い
子
ど
も
た
ち
を
育
て
ま
す
。

一
、
私
た
ち
子
ど
も
は
、
地
域
に
学
び
、

　
　

地
域
を
愛
し
、
人
に
感
謝
し
、
明
日

　
　

に
向
っ
て
力
強
く
生
き
る
心
豊
か
な

　
　

人
間
に
な
り
ま
す
。

 

一
、
私
た
ち
創
年
と
子
ど
も
は
、
子
ど

　
　

も
も
大
人
も
イ
キ
イ
キ
輝
く
住
み
よ

　
　

い
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

「
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
歩
み

全
国
子
ど
も
を
ほ
め
よ
う

研
究
大
会
の
開
催

　

児
童
生
徒
の
個
性
や
能
力
を
発
見
し
、

こ
れ
を
表
彰
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
身

共
に
健
全
な
児
童
生
徒
を
地
域
ぐ
る
み
で

育
て
る
こ
と
を
目
的
に
児
童
生
徒
表
彰
条

例
（
子
ほ
め
条
例
）
を
も
と
に
、
平
成
16

年
11
月
に
、
県
内
外
よ
り
約
７
０
０
人
が

参
加
し
た
「
第
３
回
全
国
子
ど
も
を
ほ
め

よ
う
研
究
大
会
」
を
本
市
文
化
会
館
で
開

催
し
、
子
ほ
め
の
表
彰
、
記
念
講
演
、
埼

玉
県
志
木
市
長
を
迎
え
て
の
首
長
対
談
や

分
科
会
、
大
会
宣
言
等
を
行
い
ま
し
た
。

創
年
市
民
大
学
の
誕
生

平
成
16
年　

学
長
に
鹿
児
島
大
学
法

　

文
学
部
の
原
口
泉
先
生
を
迎
え
志

　

布
志
創
年
市
民
大
学
を
設
立
。「
地

　

域
に
輝
く
創
年
と
子
ど
も
た
ち
」

　

を
テ
ー
マ
に
、
17
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

を
実
施
。

　

設
立
の
目
的
は
、
市
民
を
主
役
に
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
で
あ
り
、
二
つ
の

「
志
」
＝
目
標
で
あ
る
「
創
年
と
子
ど
も

の
ま
ち
づ
く
り
」
と
「
地
域
学
か
ら
始
ま

る
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
、「
布
（
人
財
）

を
育
む
」＝
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
で
す
。

　

大
学
で
は
、
市
民
に
よ
る
明
る
い
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
指
し
、
全

国
の
ま
ち
づ
く
り
実
践
者
を
講
師
に
迎
え

て
学
習
し
て
い
ま
す
。

市
民
大
学
生
が
、
ま
ち
づ
く
り
へ

平
成
17
年　

創
年
市
民
大
学
を
「
地

　

域
に
飛は
ば
た躍
く
創
年
と
子
ど
も
た
ち
」

　

を
テ
ー
マ
に
17
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

　

実
施
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
と
創
年
と
子

ど
も
の
た
ま
り
場
づ
く
り「
し
ぶ
し
Ｉい

き
Ｋ
Ｉ

Ｉい

き
Ｋ
Ｉ
夢
発
見
塾
」
等
を
実
施
し
、
同
時

に
、「
志
布
志
歴
史
探
訪
」「
志
布
志
昔
話

の
語
り
部
」
等
８
つ
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
た

自
主
研
究
グ
ル
ー
プ
が
で
き
ま
し
た
。

　

標
準
単
位
取
得
者
は
「
ま
ち
づ
く
り
仕

掛
人
」
に
任
命
し
、
今
後
、
生
涯
学
習
の

ま
ち
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

活
躍
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
市
民
大
学
生
を
中
心
に
「
地
域

の
あ
ん
し
ん
・
あ
ん
ぜ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
」

を
目
的
に
、
２
８
０
人
が
加
入
す
る
『
し

ぶ
し
創
年
団
』
が
誕
生
し
、
25
台
の
青
パ

ト
が
登
録
認
可
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
登

下
校
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

	

人
づ
く
り
が
ま
ち
づ
く
り
へ

　

平
成
18
年　

創
年
市
民
大
学
を「
協

　

働
時
代
に
輝
く
創
年
と
子
ど
も
た

　

ち
」
を
テ
ー
マ
に
、
聖
徳
大
学
生

　

涯
学
習
研
究
所
と
連
携
し
た
17
の

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
実
施
。

　

子
育
て
支
援
や
環
境
学
等
の
講
座
や
創

年
と
子
ど
も
の
た
ま
り
場
づ
く
り
の
他
、

「
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
志
縁
サ
ミ
ッ
ト
」

を
11
月
18
日
（
土
）
に
開
催
し
、
志
の
付

く
自
治
体
の
首
長
や
関
係
者
等
、
全
国
か

ら
１
２
０
人
が
本
市
に
集
ま
り
、
志
（
こ

こ
ろ
ざ
し
）
を
テ
ー
マ
に
講
演
や
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
等
が
行
わ
れ
、
全
国
に
向
け
て
サ

ミ
ッ
ト
宣
言
が
発
信
さ
れ
ま
し
た
。

志
縁
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
文

　

私
た
ち
第
２
回
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り

志
縁
サ
ミ
ッ
ト
に
集
う
者
は
、
創
年
が
地

域
社
会
の
中
で
、
子
ど
も
と
様
々
な
活
動

を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
創
年
に
は
生

き
が
い
活
動
を
創
出
し
、
子
ど
も
に
は
地

域
の
先
人
た
ち
に
学
ぶ
健
全
な
成
長
を
う

な
が
す
た
め
に
創
年
と
子
ど
も
を
主
役
と

す
る
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に

推
進
し
て
い
く
こ
と
を
、
目
の
前
に
広
が

る
太
平
洋
の
大
海
原
を
悠
々
と
流
れ
る
黒

潮
に
の
り
、
こ
こ
志
布
志
市
よ
り
全
国
に

発
信
す
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら

　

今
後
、
団
塊
の
世
代
の
ま
ち
づ
く
り
へ

の
参
加
を
視
野
に
、
生
涯
学
習
講
座
や
創

年
市
民
大
学
が
合
併
し
た
松
山
、
有
明
地

区
へ
の
広
が
り
を
図
り
ま
す
。
そ
し
て
、

学
ん
だ
学
生
で
、
そ
れ
ぞ
れ
生
涯
学
習
の

ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
の
中
に
調
査
研
究

さ
れ
た
成
果
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
政
策
提

言
と
し
て
活
用
さ
れ
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

　

生
涯
学
習
は
学
ぶ
き
っ
か
け
づ
く
り
で

す
。
市
民
が
輝
け
ば
、ま
ち
が
輝
き
ま
す
。

さ
あ
、
あ
な
た
も
勇
気
を
出
し
て
生
涯
学

習
に
ト
ラ
イ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

全国子どもをほめよう研究大会

子どもの視点でまちづくり（検地）

駅前をきれいにするまち研メンバー

創年市民大学卒業式

まち全体を学び舎に

しぶし創年団の発会

学んで生かそう　みんなで広げてまちづくり

生涯学習のまちづくり

創年市民大学開校式
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故
荻
ノ
迫
孝
さ
ん
に
旭
日
章
を
授
与

　

永
年
、
松
山
町
議
会
議
員
と
し
て
ご
尽

力
い
た
だ
い
た
故
荻
ノ
迫
孝
さ
ん
に
旭
日

双
光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
16
日
、
市
役
所
で
家
族
の
方
に
伝

達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

荻
ノ
迫
さ
ん
は
昭
和
46
年
か
ら
24
年

間
、
町
議
会
議
員
と
し
て
、
住
民
福
祉
の

向
上
に
尽
く
し
ま
し
た
。
松
山
町
議
会
で

は
副
議
長
や
文
教
厚
生
委
員
長
等
を
歴
任

し
、
産
業
経
済
や
教
育
文
化
の
発
展
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

荻
ノ
迫
さ
ん
の
功
績
に
感
謝
し
ま
す
。

柔
道
で
国
際
大
会
に
出
場
！

　

平
成
19
年
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権

大
会
福
岡
県
予
選
が
１
月
27
日
（
団
体

戦
）、　

28
日
（
個
人
戦
）
に
行
わ
れ
、
個

人
戦
73
㌔
以
下
級
で
福
岡
豊
国
学
園
高
校

２
年
の
前
田
豪
選
手
（
志
布
志
中
卒
）
が

見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　

前
田
選
手
は
、
３
月
27
日
に
ロ
シ
ア
で

行
わ
れ
る
ロ
シ
ア
連
邦
大
統
領
杯
第
23
回

国
際
青
年
柔
道
大
会
の
団
体
戦
、
個
人
戦

に
出
場
し
ま
す
。

　

前
田
選
手
は
、
中
学
校
２
年
か
ら
柔
道

を
は
じ
め
ま
し
た
。
今
後
の
活
躍
を
期
待

し
ま
す
。
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自
衛
艦
７
隻
が
志
布
志
港
に
寄
港

　

２
月
８
日
か
ら
10
日
ま
で
、
イ
ー
ジ
ス

艦
「
き
り
し
ま
」
な
ど
７
隻
の
自
衛
艦
が
、

１
３
０
０
人
の
隊
員
の
休
養
を
か
ね
て
、

志
布
志
港
に
寄
港
し
ま
し
た
。

　

歓
迎
式
典
で
は
、
本
港
第
二
突
堤
に
護

衛
艦
「
は
た
か
ぜ
」
が
接
岸
し
志
布
志
市
、

観
光
協
会
、市
議
会
な
ど
40
人
が
出
席
し
、

瀨
戸
口
助
役
が
「
志
布
志
へ
の
入
港
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昼
夜
を
問
わ
ず
日

本
の
安
全
を
守
る
た
め
の
任
務
お
疲
れ
様

で
す
。
志
布
志
市
で
疲
れ
を
癒
し
て
く
だ

さ
い
」
と
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
の
あ
と
、
市
や
観
光
協
会
、
市
議

会
の
代
表
等
が
「
は
た
か
ぜ
」
に
乗
船
し
、

乗
組
員
か
ら
艦
内
の
搭
載
設
備
な
ど
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

県
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
優
良
団
体

　

２
月
２
日
、
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
第
50
回
鹿
児
島
県
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
推
進
大
会
で
、
泰
野

校
区
青
少
年
健
全
育
成
校
区
民
会
議
が
コ

ミ
ュ
ニ
テ
イ
づ
く
り
推
進
優
良
団
体
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

　

同
団
体
は
、
ど
ろ
ん
こ
大
会
や
鬼
火
た

き
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
等
イ
ベ
ン
ト

や
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
な
ど
、

安
心
・
安
全
で
心
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
、
校
区
自
治
会
・
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ

等
の
各
種
団
体
や
機
関
が
一
致
協
力
し
、

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
ふ
る
さ
と

文
化
伝
承
・
創
造
に
取
り
組
む
活
動
を
し

て
い
る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
受
賞
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
よ
り

良
い
地
域
づ
く
り
の
輪
が
市
内
全
域
に
広

が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。 

表彰を受ける泰野校区自治会長の新村瑞夫さん

旭日章を喜ぶ荻ノ迫孝一さん
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手
作
り
の
炭
焼
き
小
屋
が
完
成
！

　

２
月
10
日
、
ダ
グ
リ
岬
遊
園
地
駐
車
場

の
隣
に
『
夏
井
・
陣
岳
ふ
る
さ
と
づ
く
り

委
員
会
』
の
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
き

た
『
炭
焼
き
小
屋
』
が
完
成
し
、
念
願
の

竹
炭
を
作
ろ
う
と
25
人
の
委
員
が
見
守
る

な
か
で
、
火
入
れ
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
竹
林
か
ら
３
年
以
上
の
竹
を

厳
選
し
、
２
か
月
ほ
ど
乾
燥
さ
せ
た
も
の

を
炭
の
材
料
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
火
入
れ
式
を
実
現
す
る
た
め
に
、

同
委
員
会
は
、
先
進
地
へ
研
修
に
出
向
き

竹
炭
作
り
の
勉
強
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、手
製
の
小
屋
作
り
を
行
う
な
ど
、

大
変
苦
労
し
ま
し
た
が
、
こ
の
竹
炭
が
夏

井
・
陣
岳
の
特
産
品
と
し
て
広
ま
る
こ
と

に
胸
を
躍
ら
せ
な
が
ら
地
域
一
体
と
な
り

竹
炭
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

国際大会出場の前田選手

ふるさとづくり委員会の情熱が形になった炭焼き小屋

第
１
回
志
布
志
市
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会

　

１
月
25
日
、
31
日
に
第
１
回
志
布
志
市

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
城
山
総
合
公

園
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

混
成
の
部
が
６
チ
ー
ム
、
女
性
の
部
が

６
チ
ー
ム
の
計
12
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
競

技
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
特
別
に
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
も
女
性
の
部
に
参
加
し
、
２
位

と
３
位
入
賞
で
健
闘
し
ま
し
た
。

　

結
果
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
混
成
の
部　

優
勝　

Ｍ
・
ｓ 

Ｂ

　

２
位　

Ｂ
ｕ
ｚ
ｚ

　

３
位　

宮
脇 

Ａ
・
宮
脇 

Ｂ

■
女
性
の
部　

優
勝　

さ
ざ
ん
か

　

２
位　

Ｖ
ー
キ
ッ
ズ
（
小
学
生
チ
ー
ム
）

　

３
位　

ス
マ
イ
ル

　
　
　
　

尾
野
見
（
小
学
生
チ
ー
ム
）

熱戦を征し混成の部で優勝したM・ｓＢ

市報しぶしの朗読サービス『和多市のしぶし』は毎週、月曜日と木曜日の午前5時から
右のＦＭ局で好評放送中です。

子
ど
も
達
に
雑
巾
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
平
瀬
敏
行
会

長
）
が
志
布
志
地
区
内
の
小
・
中
学
校
や

病
院
な
ど
に
雑
巾
１
２
８
３
枚
を
寄
贈
し

ま
し
た
。

　

全
国
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
「
ひ
と

り
１
枚
雑
巾
運
動
」
で
実
施
さ
れ
た
も
の

で
、
１
月
31
日
に
健
康
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

で
老
人
ク
ラ
ブ
の
代
表
か
ら
教
育
委
員
会

に
雑
巾
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
者
か
ら
雑
巾
を
も
ら
っ
た
小
・
中

学
校
で
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
お
礼
の
手
紙

を
出
す
な
ど
、
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
心
の
こ
も
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

小
さ
な
親
切
実
行
章
を
受
章

　

２
月
23
日
、
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
た
「
小
さ
な
親
切
」
賛
助
会
員
会

で
志
布
志
市
ふ
る
さ
と
協
議
会
（
池
﨑
美

次
代
表
）
が
小
さ
な
親
切
実
行
章
を
受
け

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
10
月
に
行
っ
た
ク
リ
ー

ン
大
作
戦
で
、
延
べ
５
０
０
人
が
重
機
や

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
い
、
市
内
の
川
岸
の

雑
草
や
雑
木
を
伐
採
し
た
り
川
に
流
れ
込

む
排
水
路
の
泥
す
く
い
を
実
施
し
、
10
㌧

ダ
ン
プ
50
台
、
２
㌧
ダ
ン
プ
47
台
分
の
草

や
竹
な
ど
を
運
び
出
し
河
川
周
辺
の
環
境

整
備
に
奉
仕
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

２
月
27
日
に
同
協
議
会
が
市
役
所
を
訪

れ
、市
長
に
受
章
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

活力ある地域づくりに役立てて

　２月 27 日、㈱サンコー会長の渡辺
紘起氏と社長木村増雄氏が市長室を
訪れ、地方の活性化・活力ある地域
社会づくりに使って欲しいと、昨年
に続き市に 200 万円寄付されました。
　寄付に先立ち渡辺会長は「社会の
中に存在する企業が社会のために貢
献できるのは幸せなことです」と話
されました。
　志布志市では、この寄付を地域発
展のために活用させていただきま
す。ありがとうございました。

志布志市に多大な寄付をいただきました

ポートレディーから花束贈呈が行われました

老人クラブの代表者から手渡されました

小さな親切実行章を受章した志布志市ふるさと協議会



9　市報しぶし■ 2007.3

全児童が様々な種目に挑戦しました

お
の
み
ン
ピ
ッ
ク
開
催
！

　

２
月
15
日
、
尾
野
見
小
学
校
（
柳
田

浩こ
う
こ子
校
長
）
で
第
４
回
お
の
み
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
、
全
校
児
童
64
人
が
地
域
の

高
齢
者
や
保
護
者
が
見
守
る
な
か
で
、
竹

馬
や
一
輪
車
等
で
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

競
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
運
動
の
楽
し
さ
や
達
成

感
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
企
画
さ
れ
た

も
の
で
、
子
ど
も
達
は
大
会
に
向
け
始
業

前
や
昼
休
み
に
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

全
体
で
縄
跳
び
の
『
時
間
と
び
』
に
挑

戦
の
あ
と
、
各
学
年
で
一
輪
車
や
竹
馬
な

ど
を
使
っ
た
競
技
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
体
育
館
で
鹿
屋
体
育
大
学
の

学
生
に
よ
る
マ
ッ
ト
運
動
や
跳
び
箱
な
ど

の
競
技
を
見
学
し
ま
し
た
。

３
校
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

２
月
15
日
、
森
山
小
学
校
と
潤
ケ
野
小

学
校
の
児
童
20
人
が
志
布
志
小
学
校
を
訪

れ
て
志
布
志
小
学
校
の
児
童
と
の
交
流
学

習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
規
模
校
に
通
う
子
ど
も
達
が
大
規
模

校
と
の
１
日
交
流
学
習
を
通
し
て
、
普
段

体
験
で
き
な
い
多
人
数
の
中
で
の
活
動
や

交
流
を
行
う
こ
と
で
、
豊
か
な
社
会
性
を

身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

志
布
志
小
学
校
の
３
年
１
組
で
交
流
学

習
を
行
っ
た
森
山
小
学
校
の
児
童
は
、
握

手
を
し
て
自
己
紹
介
を
す
る
ゲ
ー
ム
や
フ

ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
だ
後
に
、
少
人
数
の
た

め
に
で
き
な
か
っ
た
ポ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
試

合
を
し
た
り
す
る
な
ど
有
意
義
な
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

2007.3 ■市報しぶし　8

全
生
徒
の
住
宅
地
図
が
完
成
！

　

こ
の
度
、
宇
都
中
学
校
校
長
室
に
生
徒

名
簿
に
触
れ
る
と
生
徒
の
自
宅
の
場
所
が

点
灯
す
る
地
図
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
佃
正
和
校
長
が
「
生
徒
を
大

事
に
す
る
こ
と
は
生
徒
の
こ
と
を
知
る
こ

と
。
万
一
の
際
は
一
刻
も
早
く
生
徒
宅
に

駆
け
つ
け
た
い
」
と
の
思
い
が
あ
り
全
生

徒
の
住
宅
地
図
を
作
成
し
た
も
の
で
す
。

　

地
図
の
中
に
１
７
９
人
の
生
徒
の
自
宅

を
記
入
し
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
を
思
い
出

し
な
が
ら
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ
を
埋
め
込
み

ま
し
た
。

　

作
業
を
手
伝
っ
た
１
年
生
の
岩
元
龍
輝

さ
ん
と
竹
平
拓
也
さ
ん
は
「
難
し
か
っ
た

け
ど
、
完
成
し
た
と
き
は
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

皆
で
手
話
に
親
し
み
ま
し
た

　

２
月
13
日
、
原
田
小
学
校
（
月
野
眞
紀

校
長
）
で
、
﨑
田
典
子
さ
ん
の
指
導
に
よ

り
、手
話
の
体
験
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

３
、４
年
生
と
５
、６
年
生
と
個
別
の
学

習
の
ほ
か
、
読
書
タ
イ
ム
を
利
用
し
て
全

校
児
童
で
手
話
を
勉
強
し
ま
し
た
。

　

﨑
田
さ
ん
は
子
ど
も
達
に
「
耳
の
不
自

由
な
方
は
、
言
葉
が
使
え
な
い
の
で
意
志

の
疎
通
を
図
る
こ
と
は
大
変
で
す
」
と
話

し
、お
互
い
の
気
持
ち
を
伝
え
る
た
め
に
、

表
情
や
身
振
り
手
振
り
を
使
う
方
法
の
ほ

か
、
本
格
的
な
手
話
を
分
か
り
や
す
く
教

え
ま
し
た
。

　

手
話
の
合
唱
で
は
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
で
も

お
馴
染
み
の
サ
ザ
エ
さ
ん
の
歌
を
、
全
校

児
童
で
楽
し
く
行
い
ま
し
た
。

子ども達は手話で歌を覚えようと一生懸命学習しました

志
布
志
市
初
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
委
嘱
公
開

　

１
月
27
日
、
山
重
小
学
校
（
下
津
芳
弘

校
長
）
で
市
誕
生
後
初
と
な
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
公

開
『
市
Ｐ
連
・
有
明
ブ
ロ
ッ
ク
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
研
究
公
開
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
全
域
か
ら
約
２
０
０
人
を
超
え
る

参
加
者
が
あ
り
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

研
究
発
表
で
は
５
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
一
事
徹
底

で
取
り
組
ん
だ
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご

は
ん
」
を
テ
ー
マ
に
駒
木
智
穂
子
さ
ん
が

発
表
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
Ｐ
Ｔ

Ａ
や
各
専
門
部
の
発
表
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

休
憩
時
間
に
は
、
山
重
小
の
保
護
者
の

方
が
作
っ
た
手
作
り
の
お
菓
子
等
が
振
る

舞
わ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
「
お
い
し
い
で

す
ね
」
と
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
鹿
児
島
養
護
学
校
栄
養
士
の

中
西
智
美
先
生
に
よ
る
食
育
講
演
が
行
わ

れ
、
参
加
者
は
『
食
育
』
の
大
切
さ
に
つ

い
て
学
習
し
ま
し
た
。

多くの参加者を前に講演を行う中西先生

【お詫び】市報しぶし 2 月号 7 ページ下段に掲載された「南日本空手道選手権大会で活躍」の
記事の中で紹介した野村聖璃架さんは有明小学校 2 年生でした。お詫びのうえ訂正いたします。

ま
つ
や
ま
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
熱
演
！

　

２
月
17
日
、
市
民
劇
団
ま
つ
や
ま
Ｋ
ｉ

ｄ
ｓ
の
演
劇
公
演
が
や
っ
ち
く
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
か
ら
集
ま
っ
た
子
ど
も
達
22
人

が
、
昨
年
11
月
か
ら
約
30
回
の
練
習
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

歌
や
踊
り
を
随
所
に
盛
り
込
ん
だ
演
劇

に
、
ホ
ー
ル
に
集
ま
っ
た
３
０
０
人
を
超

え
る
観
客
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
劇
団
は
、
平
成
12
年
か
ら
旧
松
山

町
で
青
少
年
自
主
参
加
型
事
業
と
し
て
取

り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
本
年
度
は
志
布

志
市
誕
生
後
初
の
取
り
組
み
で
、
市
内
全

域
か
ら
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

89 歳でグラウンドゴルフ大会優勝

　2 月 3 日に行われた市グラウンド
ゴルフ大会有明支部新春大会で、有
明町野井倉の野村コトさん（89 歳）
が女性の部で優勝しました。
　「当日は 36 打で回りました。グ
ラウンドコンディションが悪かった
ので優勝したときはびっくりしまし
た。とてもうれしいです」と野村さ
んは話していました。
　野村さんは自宅近くの練習場で仲
間と共に週に 2、3 回は練習に汗を
流しています。

大
相
撲
九
重
部
屋
に
入
門
！

　

木
下
一
樹
さ
ん
（
志
中
３
年
）
が
九
重
部

屋
に
入
門
が
決
定
し
、
２
月
22
日
、
志
布

志
中
学
校
に
九
重
親
方（
元
横
綱
千
代
の
富

士
）が
訪
れ
、木
下
さ
ん
と
面
談
し
ま
し
た
。

　

木
下
さ
ん
は
、
小
学
校
か
ら
柔
道
を
続

け
て
お
り
全
国
大
会
出
場
経
験
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
小
学
生
の
時
に
は
、
わ
ん
ぱ

く
相
撲
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
「
横
綱
に
な
る
！
」
と
抱
負
を
話
す
木

下
さ
ん
は
、
卒
業
式
が
終
わ
る
と
九
重
部

屋
に
入
り
、
５
月
場
所
か
ら
土
俵
に
上
が

る
と
い
い
ま
す
。
木
下
さ
ん
の
活
躍
を
期

待
し
ま
す
。

市
内
の
子
ど
も
達
に
本
の
寄
贈

　

有
明
町
蓬
原
の
堀
口
泰
久
さ
ん
（
鹿
児

島
堀
口
製
茶
・
和
香
園
社
長
）
が
志
布
志

市
の
子
ど
も
達
に
『
川
が
き 

春
（
岡
田
哲

也
著
）』
１
０
０
冊
の
寄
贈
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
本
は
、
都
会
か
ら
鹿
児
島
に
や
っ

て
き
た
少
年
テ
ツ
の
自
分
探
し
の
旅
を
描

く
小
説
で
「
こ
の
本
に
は
命
の
大
切
さ
や

五
感
で
感
じ
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
、
挑

戦
す
る
精
神
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。是
非
、

多
く
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
達
に
読
ん
で

ほ
し
い
」
と
堀
口
さ
ん
は
話
し
ま
し
た
。

　

２
月
21
日
、
志
布
志
支
所
で
坪
田
教
育

長
に
本
を
手
渡
し
ま
し
た
。

子ども達の堂々とした演技に拍手が沸き起こりました素敵な本をありがとうございます

生徒の住宅地図の完成を喜ぶ佃校長と岩元さん、竹平さん

子ども達はすぐに仲良くなり友達の輪が広がりました

親方と固い握手をしました

仲間と共にグラウンドゴルフを楽しみます

野村コトさん
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曽
於
チ
ー
ム
総
合
２
位
で
ゴ
ー
ル

　

今
回
で
54
回
目
の
鹿
児
島
県
下
一
周
市

郡
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
（
南
日
本
新
聞
社

主
催
）
が
２
月
17
日
か
ら
21
日
ま
で
開
催

さ
れ
、
曽
於
チ
ー
ム
は
総
合
で
２
位
と
最

後
ま
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

９
年
ぶ
り
に
チ
ー
ム
に
復
帰
し
、
出
走

全
て
を
区
間
賞
で
チ
ー
ム
に
貢
献
し
た
永

田
宏
一
郎
選
手
。
チ
ー
ム
の
副
キ
ャ
プ
テ

ン
と
し
て
、
チ
ー
ム
を
ま
と
め
た
鮎
川
俊

一
選
手
。
４
日
目
地
元
入
り
日
間
優
勝
に

貢
献
し
た
抜
迫
久
也
選
手
・
後
藤
健
太
選

手
。
長
丁
場
の
区
間
を
任
さ
れ
、
チ
ー
ム

の
エ
ー
ス
級
に
成
長
し
た
坂
中
伸
作
・
坂

中
省
章
選
手
。
県
下
一
周
駅
伝
に
25
回
出

場
し
最
終
日
に
ア
ン
カ
ー
を
務
め
た
江
川

一
正
選
手
の
７
人
が
出
場
し
総
合
２
位
の

原
動
力
に
な
り
ま
し
た
。

　

沿
道
で
は
、
園
児
か
ら
高
齢
者
ま
で

小
旗
を
振
り
鳴
ら
し
、
力
走
す
る
選
手

に
熱
い
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
25
回
目
の
出
場
を
果
た
し
た
江
川

選
手
に
「
僕
た
ち
の
生
ま
れ
る
前
か
ら
走

り
続
け
る
の
は
と
て
も
凄
い
こ
と
で
す
。

今
後
に
向
け
て
更
に
練
習
を
重
ね
て
い
き

た
い
」と
後
藤
選
手
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。
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一
足
早
い
春
の
訪
れ

　

２
月
４
日
、
田
之
浦
山
宮
神
社
で
鹿
児

島
県
内
で
一
番
早
い
と
い
わ
れ
る
ダ
ゴ
祭

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ダ
ゴ
花
は
米
粉
で
つ
く
っ
た
色
鮮
や
か

な
団
子
で
、
わ
ら
を
巻
い
た
青
竹
に
ニ
ン

ジ
ン
や
大
根
な
ど
と
一
緒
に
串
刺
し
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
年
は
校
区
の
11
自
治
会
と

田
之
浦
小
学
校
児
童
の
作
っ
た
計
12
本
の

「
ダ
ゴ
花
」
が
お
宮
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
宮
の
前
に
作
ら
れ
た
舞
台
の

上
で
は
、
保
存
会
に
よ
る
彦
舞
や
四
方
鬼

神
舞
な
ど
の
神か
ん
め舞

や
同
神
社
に
伝
わ
る
神

舞
６
段
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
飾
ら
れ
て
い
た
ダ
ゴ
花
が
境

内
に
運
ば
れ
る
と
、
待
ち
構
え
て
い
た
見

物
人
が
我
先
に
と
手
を
伸
ば
し
ダ
ゴ
を
手

に
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ダ
ゴ
を
食
べ
る

と
１
年
間
無
病
息
災
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

毎年恒例の「ダゴ花」の争奪戦

県
下
一
周
駅
伝
を
ソ
バ
で
も
て
な
し

　

鹿
児
島
県
下
に
春
の
訪
れ
を
知
ら
せ
る

県
下
一
周
市
郡
対
抗
駅
伝
競
争
大
会
で
、

毎
年
、
伊
﨑
田
中
継
所
で
志
布
志
市
地
域

女
性
連
絡
協
議
会
有
明
支
部
（
榎
添
登
美

子
会
長
）
が
、
選
手
や
大
会
関
係
者
を
手

打
ち
ソ
バ
で
も
て
な
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
20
日
、
大
会
関
係
者
や
応
援
に
訪

れ
た
方
の
た
め
に
前
日
か
ら
準
備
を
行

い
、
当
日
は
早
朝
６
時
か
ら
ソ
バ
３
０
０

食
や
煮
し
め
を
作
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
選
手
に
は
愛
情
の
こ
も
っ
た
お

弁
当
も
作
り
ま
し
た
。

　

例
年
、
こ
の
ソ
バ
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
大
会
関
係
者
も
多
く
、
伊
﨑
田
中
継
所

は
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
雨の中を走る鮎川選手力走する坂中伸作選手後藤選手のスパート 出走全て区間賞の永田選手

雨の中を走る抜迫選手 坂中省章選手の走り

Ｓ
Ｌ
が
ピ
カ
ピ
カ
に
な
り
ま
し
た

　

２
月
15
日
、
志
布
志
町
の
鉄
道
記
念
公

園
に
展
示
し
て
あ
る
蒸
気
機
関
車
（
Ｃ

５
８
１
１
２
号
）
の
清
掃
を
Ｓ
Ｌ
保
存
会

（
黒
石
孝
会
長
）
が
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
蒸
気
機
関
車
は
、
製
造
さ
れ
て
か

ら
67
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。
昭
和
50
年

ま
で
の
８
年
間
は
志
布
志
線
を
主
に
走
っ

て
お
り
市
民
に
も
お
馴
染
み
で
す
が
、
長

い
歳
月
で
痛
ん
で
い
る
箇
所
も
多
く
、
市

か
ら
委
託
を
受
け
年
に
６
回
ほ
ど
保
存
会

が
清
掃
や
手
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
保
存
会
は
蒸
気
機
関
車
が
好
き
な

人
が
集
ま
っ
て
い
る
会
で
、
若
い
頃
は
旧

国
鉄
志
布
志
機
関
区
で
働
い
て
い
た
人
が

ほ
と
ん
ど
で
、
蒸
気
機
関
車
の
機
関
士
・

検
査
・
整
備
を
し
て
い
た
人
な
ど
で
す
。

　

錆
を
落
と
し
て
、錆
止
め
を
塗
っ
た
り
、

塗
装
の
色
が
褪
せ
て
い
る
部
分
に
は
ペ
ン

キ
を
塗
っ
た
り
し
ま
し
た
。
な
か
に
は
腐

食
の
進
ん
だ
部
分
を
交
換
し
た
り
と
昔

身
に
付
け
た
技
術
を
使
っ
て
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

　

同
会
の
宮
内
春
芳
さ
ん
（
68
歳
）
は

「
こ
の
機
関
車
は
手
入
れ
を
し
な
け
れ

ば
す
ぐ
に
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
り
原
型
を
留

め
て
お
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
私
達

は
次
の
世
代
に
も
Ｓ
Ｌ
が
走
っ
て
い
た

と
い
う
こ
と
を
伝
え
た
い
と
思
い
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

国
際
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た

　

２
月
３
日
、
４
日
に
開
田
の
里
公
園
で

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
イ
ベ
ン
ト
イ
ン
開

田
の
里
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
の
小
学
校
４
年
生
以
上
24
人
が
参

加
し
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
ア
メ
リ
カ

や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
中
国
の
方
な
ど
12

人
が
参
加
講
師
と
し
て
子
ど
も
達
と
交
流

を
行
い
ま
し
た
。

　

講
師
の
母
国
の
紹
介
や
ゲ
ー
ム
・
ス

ポ
ー
ツ
体
験
等
の
ほ
か
講
師
と
一
緒
に
そ

ば
打
ち
体
験
・
夕
食
作
り
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

　

風
呂
焚
き
体
験
で
は
日
本
に
古
く
か
ら

あ
る
五
右
衛
門
風
呂
に
講
師
も
子
ど
も
達

も
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

一
泊
二
日
の
交
流
で
し
た
が
、
子
ど
も

達
は
様
々
な
国
の
伝
統
や
文
化
に
つ
い
て

も
学
び
ま
し
た
。

子ども達はジェスチャーなどで心を通わせていました

丁寧に手入れを行いました皆で力を合わせて作業しました毎年心のこもったソバのおもてなしありがとうございます

最終日、日間優勝でゴールに飛び込む 25回出場の江川一正選手

県
下
一
周
駅
伝

春の足音を響かせながら・・・
選手のみなさん感動をありがとう！
～第 54回鹿児島県下一周市郡対抗駅伝競走大会開催～

ＳＬ保存会の皆さん
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～
７
団
体
が

情
報
交
換
を
目
的
に
集
結
～

　

１
月
31
日
、
こ
れ
ま
で
、
福
祉
や
地
域

づ
く
り
、防
犯
活
動
、放
送
事
業
な
ど
個
々

に
活
動
し
て
い
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
特
定
非
営
利

活
動
団
体
）
法
人
等
が
横
の
つ
な
が
り
を

も
ち
、
団
体
や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ

よ
う
と
『
志
布
志
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
連
絡
協
議

会
』
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
に
参
加
し
た
の
は
、
志
布

志
市
内
に
事
務
所
を
置
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
６

団
体
と
、
法
人
化
を
目
指
す
１
団
体
の
７

つ
の
団
体
で
、
市
内
に
お
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

が
地
域
活
性
化
や
人
材
の
育
成
等
総
合
的

に
推
進
す
る
こ
と
と
会
員
相
互
の
情
報
交

換
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
委
員
の
互
選
に
よ
り
、
代

表
世
話
人
に
地
域
防
災
推
進
協
議
会
の
前

原
德
雄
委
員
を
、
副
代
表
世
話
人
に
志
布

志
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
の
島
津
陽
亮
委
員

を
、
書
記
に
あ
ん
し
ん
・
あ
ん
ぜ
ん
パ
ト

ロ
ー
ル
し
ぶ
し
創
年
団
の
川
﨑
幸
夫
委
員

を
選
出
し
ま
し
た
。

　

役
員
選
出
後
は
、
意
見
交
換
を
行
い
、

年
４
回
の
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
や
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
を
市
民
に
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
に
積
極
的
に
情
報
発
信
を
行
い
、
行

政
に
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
し
事
業
を
受
託
で

き
る
よ
う
に
活
動
す
る
こ
と
な
ど
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
活
動
資
金
の
不
足
や
活
動
の

拠
点
と
な
る
施
設
が
ほ
し
い
こ
と
な
ど
課

題
・
要
望
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

代
表
世
話
人
の
前
原
委
員
は
「
情
報

交
換
の
場
と
し
て
こ
の
よ
う
な
協
議
会
を

設
立
す
る
こ
と
が
出
来
て
よ
か
っ
た
。
市

内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
が
連
携
す
る
こ
と
で

個
々
で
出
来
な
か
っ
た
新
た
な
社
会
貢
献

の
可
能
性
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の

活
性
化
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の
活
動
に
は
大
き
な
期

待
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
協
議
会
の
活
動
が
刺
激
に

な
り
、新
た
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
設
立
さ
れ
、

共
生
・
協
働
の
輪
が
市
内
全
域
に
広
が
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

志
布
志
市
に
芸
術
の
種
を
ま
く

　

中
原
長
門
さ
ん
（
松
山
町
新
橋
）
は
、

小
学
校
の
教
諭
を
し
な
が
ら
受
験
勉
強
を

し
て
美
術
大
学
に
入
学
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
中
学
校
の
美
術
教
師
と
し
て
活
躍
さ

れ
た
根
っ
か
ら
の
芸
術
家
で
す
。

　

定
年
後
も
松
山
地
区
で
高
齢
者
学
級
の

陶
芸
教
室
の
講
師
を
引
き
受
け
た
り
、
現

在
も
市
の
生
涯
学
習
で
講
師
を
行
い
、
曽

於
市
で
淡
彩
画
の
サ
ー
ク
ル
の
指
導
を
行

う
な
ど
多
忙
な
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
宅
横
の
ア
ト
リ
エ
に
は
指
導

を
仰
ぎ
に
、
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。

　

取
材
に
訪
れ
た
日
も
常
連
と
い
う
志
布

志
町
安
楽
の
徳
元
秋
子
さ
ん
と
仙
田
茂
さ

ん
が
ア
ト
リ
エ
で
陶
芸
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

　
「
先
生
の
ア
ト
リ
エ
に
は
月
に
１
回
は

来
て
い
ま
す
。
毎
月
、
こ
の
日
が
待
ち
遠

し
く
て
楽
し
み
で
す
」
と
徳
元
さ
ん
は
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
「
陶
芸
の
魅
力
は
、
器
が
焼
か
れ
る
こ

と
で
形
が
変
わ
っ
た
り
、
釉
う
わ
ぐ
す
り薬

の
色
が
変

化
し
た
り
と
、
ど
ん
な
仕
上
が
り
を
み
せ

る
の
か
、
窯
を
開
け
る
瞬
間
ま
で
誰
に
も

分
か
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
そ
の
瞬
間
は
い

つ
も
ド
キ
ド
キ
し
ま
す
」「
思
っ
た
以
上

の
物
が
出
来
上
が
っ
た
と
き
は
本
当
に
う

れ
し
い
で
す
ね
」
と
話
し
、
そ
の
魅
力
に

魅
せ
ら
れ
て
中
原
さ
ん
は
作
品
を
作
り
続

け
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

ま
た
、
絵
を
描
い
た
り
、
陶
芸
を
し
た

り
と
集
中
し
て
い
る
と
き
は
、
時
間
の
経

つ
の
も
忘
れ
て
充
実
す
る
と
話
し
、
一
人

で
も
多
く
の
人
に
生
活
の
中
に
芸
術
を
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
多
忙
な
時
間
を
割
い

て
指
導
な
ど
も
行
い
、
芸
術
の
輪
を
広
げ

る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「絵は妥協したらそこまで」と話し最後まで集中して描きます

大隅の國やっちく松山藩秋の陣まつりで
は、社会福祉協議会に絵の売上を寄附す
るために描くなどの活動も行います。

中原さんのアトリエには、ゆったりとした温かい空気があふれています。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
ス
ト
レ
ス
発
散

　
「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
る

と
、
日
頃
の
い
や
な
こ
と
も
全
て
忘
れ
ら

れ
る
ん
で
す
」と
井
手
な
つ
み
さ
ん
。「
い

い
汗
か
き
ま
す
よ
。
今
話
題
に
な
っ
て
い

る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
な
ん
て
怖
く
な

い
で
す
よ
」
と
近
藤
弥
生
さ
ん
。

　

元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
な
お
２
人
が
所
属
す
る

の
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
が
大
好
き
な
女
子
の
集

ま
り
〝
め
が
り
ん
こ
り
ん
〟。

　
「
明
る
く
!
楽
し
く
!!
健
康
的
に
!!!
」
を 

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
毎
週
水
曜
日
の
20
時
～
22
時

ま
で
有
明
中
学
校
で
男
子
チ
ー
ム
の
〝
志
布

志
ク
ラ
ブ
〟
と
合
同
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ス
ト
レ
ス
発
散
や
健
康
増
進

と
い
い
こ
と
ず
く
め
の
バ
ス
ケ
チ
ー
ム
に

も
悩
み
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
人
手
不

足
。
現
在
メ
ン
バ
ー
は
５
人
！

　
「
バ
ス
ケ
す
る
若
い
女
子
が
い
な
い
ん

で
す
!!
試
合
ど
こ
ろ
か
練
習
す
る
の
も
厳

し
い
状
況
な
ん
で
す
!!
楽
し
い
の
に
」
切

実
に
訴
え
る
キ
ャ
プ
テ
ン
の
井
手
さ
ん
。

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
に
興
味
の
あ
る
方
、
ま
ず
は

気
軽
に
見
学
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
？
経
験

者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
初
心
者
で
も
大

歓
迎
で
す
。
年
齢
も
問
い
ま
せ
ん
。
室
内

な
の
で
、日
焼
け
の
心
配
も
な
い
で
す
。「
も

う
体
力
が･･･

」
な
ん
て
あ
き
ら
め
気
味
な

方
、
大
丈
夫
！
バ
ス
ケ
ッ
ト
が
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、
こ
ん
な
私
た
ち
で
も
唯
一
参
加

で
き
る
大
会
が
あ
り
ま
す
。「
鹿
児
島
県
民

体
育
大
会
」
で
す
。
７
月
頃
の
曽
於
地
区
予

選
を
勝
ち
進
め
ば
、
県
内
の
地
区
代
表
と
試

合
が
で
き
ま
す
！
今
年
は
開
催
地
区
が
曽
於

な
だ
け
に
、
何
と
し
て
で
も
出
場
し
、
い
い

成
績
を
残
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
好
き
の
人
、
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
汗
と
ゴ
ー
ル
を
決
め
た
と
き
の
快
感
を

一
緒
に
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。。
興
味
の
あ

る
方
は
是
非
、
毎
週
水
曜
日
に
行
っ
て
い

る
練
習
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

もちろん練習は一生懸命！

社会人になってもスポーツを楽しんでいる皆さん

志
布
志
暮
ら
し
を
満
喫

し
て
い
る
素
敵
な
仲
間

Vol5. （73 歳）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
連
絡
協
議
会
が
発
足

各ＮＰＯの代表が集まり意見交換が行われました
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先
日
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
、

あ
る
市
民
の
方
が
来
ら
れ
、「
近
所
に
ズ

ボ
ン
を
は
こ
う
と
し
て
転
倒
し
骨
折
し
た

方
が
い
る
が
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
に
、
少
し
で
も
転
倒
を
予
防
す

る
方
法
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

た
し
か
に
、
高
齢
者
の
寝
た
き
り
の
原

因
の
一
つ
と
し
て
転
倒
に
よ
る
骨
折
が
増

え
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
が
骨
折
す
る
と
、
長
期
の
入
院

に
な
り
や
す
く
、
退
院
後
も
日
常
生
活
に

支
障
が
あ
る
場
合
が
多
く
な
っ
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。
こ
の
市
民
の
方
も
、
こ
う

し
た
現
状
を
憂
慮
さ
れ
、
な
ん
と
か
で
き

な
い
も
の
か
と
の
思
い
か
ら
相
談
に
来
ら

れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

～
原
因
～

　

で
は
、
転
倒
は
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
な
時

に
お
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
。「
最
近
、
足

腰
が
弱
く
な
っ
た
」「
す
ぐ
よ
ろ
け
て
し

ま
う
」「
な
ん
で
も
な
い
所
で
つ
ま
ず
い

て
し
ま
う
」「
ズ
ボ
ン
を
は
こ
う
と
す
る

と
フ
ラ
フ
ラ
し
て
立
っ
て
い
ら
れ
な
い
」

等
、思
い
当
た
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
れ
は
、
足
の
筋
力
が
低
下
し
、
バ
ラ
ン

ス
機
能
が
悪
く
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
に
転
倒
を
お
こ

し
や
す
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

～
予
防
～

　

歩
く
時
に
、
足
先
が
し
っ
か
り
上
が
っ

て
い
た
ら
、
つ
ま
ず
か
ず
に
す
み
ま
す
。

も
し
、
つ
ま
ず
い
た
り
、
フ
ラ
フ
ラ
し
た

と
し
て
も
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
、
足
の
力
が

し
っ
か
り
体
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

転
ば
ず
に
す
み
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
足
の
力
を
つ
け
る
こ

と
、
足
の
裏
や
指
を
刺
激
し
鍛
え
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
ち
ょ
っ
と
し
た
心

が
け
も
必
要
で
す
。
例
え
ば
、
①
外
出
す

る
時
は
、
ス
リ
ッ
パ
よ
り
運
動
靴
。
②
ズ

ボ
ン
等
を
は
く
時
は
イ
ス
に
座
る
か
床
に

座
っ
て
着
替
え
る
。
③
家
の
中
に
マ
ッ
ト

を
で
き
る
だ
け
敷
か
な
い
で
つ
ま
ず
き
を

防
ぐ
。
等
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
で
も

転
倒
の
予
防
が
で
き
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
今
回
は
誰
で
も
手
軽
に
で

き
る
転
倒
予
防
の
体
操
を
ご
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
転
ば
ぬ
先
の････

杖
の

代
わ
り
に
な
る
よ
う
に
試
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
継
続
が
大
事
で
す
。
始
め
て
み
ま

し
ょ
う
。

鹿児島県知事が商船三井を訪問しました
　2 月 16 日、伊藤祐一郎鹿児島県知事が、「さんふらわあ」大
阪～志布志航路を運航している株式会社ブルーハイウェイライ
ン西日本の親会社である株式会社商船三井を訪れ、存続のお願
いをしました。
　知事は、県・市・トラック協会等各種関係団体などが行う「さ
んふらわあ」支援策をまとめたものを説明しました。商船三井の
芦田昭充社長は「支援策についてはありがたい。社内で十分に検
討したい」と話されました。また、この会談の中で、具体的な支
援策を求められることや、明確な回答は得られませんでした。
　県や市、トラック協会等関係団体が行う支援策は、4 月以降、順
次実施していく予定ですので、広報等でお知らせしてまいります。

2 月 24 日付け南日本新聞
「さんふらわあ」モニターツアーについて

　先日の南日本新聞で募集しました、さんふらわあ体験モニ
ターツアー～春の山陰・日本海編～は、ご好評につき、完売い
たしました。これは、販売初日に売り切れてしまったためです。
　ご予約いただけなかった皆様には、大変ご迷惑をおかけしま
したことをお詫び申し上げます。

　是非「さんふらわあ」のご利用を !!

　今後も、このようなツアーを企画してまいりますので、是非
ご利用ください。皆様の「さんふらわあ」のご利用が、存続に
つながります。広報紙でも、事前に分かりましたツアーについ
ては、掲載してまいりますので、是非、GO!GO! 志布志港のコー
ナーにお目通しください。

市をはじめ様々な団体が「さんふらわあ」航路存続に向けて様々な取り組みを行います。皆様もさんふらわの利用をお願いします。

「さんふらわあ」大阪～志布志航路の存続を！

■問い合わせ先　志布志市役所港湾商工課　℡ 474-1111（内線 262）

足 指 ジ ャ ン ケ ン 運 動
　勢いをつけて『グー・チョキ・パー』をやることが簡単になったら、ゆっ
くり実施してみましょう。思ったより足の指の開きが悪いこともあります。
　相手をみつけて、ジャンケンするのも楽しく運動できます。

足 の 指 と 足 首 の ス ト レ ッ チ 体 操

■健康についての様々な相談にいつでも応じています。お気軽にお問い合わせください。
本庁保健課  Tel 474-1111　志布志支所福祉課   Tel 472-1111　松山支所福祉課  Tel 487-2111

転
ば
ぬ
先
の
・・・・？

転
倒
予
防
の
た
め
に

自宅廊下に足元灯を付けるなど様々な工夫で転倒予防を！
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①足の甲に手をおき、手前に気持
　ちのよい程度にひきよせ、20
　～ 30 秒間保ちましょう。

②足の甲側から指先をつつみこむ
　ように手をおき、指をそらせる
　ようにしてのばし、20 ～ 30 秒
　間保ちましょう。

③さらにイラストのような指の形
　をつくることを 10 回繰り返しま
　す。この形から、足指に力を入れ
　て手の指をはじくと効果的です。

①反対の足も行いましょう。

グー：足の指をグッと縮
　　　めましょう

チョキ：親指以外の 4本
　　　　の指を親指から
　　　　はなして下へ折
　　　　りましょう

パー：足の指をひろげま
　　　しょう

咲
しょうか

花ちゃん

■ 2月 6日　農村環境改善センター
　5歳児歯科健診の虫歯の無い子どもたち

莉
り り か

々華ちゃん

真
ま ほ

帆ちゃん

未
み の り

乃梨ちゃん

悠
ゆうひ

陽ちゃん

脩
しゅうと

人ちゃん

七
な お

生ちゃん

唯
ゆいと

人ちゃん あゆらちゃん
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	凜
りん

ちゃん 優
ゆうき

起ちゃん 風
ふうか

光ちゃん

■ 2月 16 日　やっちくふれあいセンター
　5歳児歯科健診の虫歯の無い子どもたち

	稜
りょう

ちゃん

俊
しゅんすけ

介ちゃん 日
ひ な こ

奈湖ちゃん 海
かいと

渡ちゃん空
そら

ちゃん

栞
か の

乃ちゃん 賢
けんた

大ちゃん嘉
か い

李ちゃん



花のあふれる伊﨑田中
　伊﨑田中学校では生徒会美化委員会
を中心に、全校生徒で緑化活動に取り
組んでいます。すべての花を種から育
て、広大な花壇や 1000 個以上ある鉢
やプランターは常に色とりどりの花で
彩られています。
　このような活動が評価され，本年度
の「鹿児島県花いっぱいコンクール」
では優良賞を受賞しました。
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環境美化活動で苗を植えています

育てた花でいっぱいの卒業式会場

あいさつとびかう伊﨑田中
　あいさつのとびかう学校を目指し
て、生徒会役員が毎日校門であいさつ
運動を行っています。

強い絆の伊﨑田中
　伊﨑田中学校の生徒は小学校から 9
年間クラス替えがなく、同じメンバー
です。だから、仲が良く、どこにも負
けない強い絆があります。

部活動も活躍伊﨑田中
　野球、バレー、剣道、ソフトテニス
の４つの部活動があり、どの部も熱心
に活動をしています。各種大会で入賞
するなど、活躍が見られます。特にソ
フトテニス部は新人総体で団体・個人
優勝するなど、大活躍しています。

地域に根ざす伊﨑田中
　伊﨑田校区では伊﨑田相撲や伊﨑田
和紙漉き、白鳥神社神舞など、地域伝
統の行事がたくさんあり、中学生も積
極的に取り組んでいます。特に 10 月
に行われる伊﨑田相撲大会は、100 年
近い伝統を誇ります。
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花と緑に包まれた学校

  本校は志布志市の南部に位置し、
南は志布志湾が広がり、北側は国道
220 号線に面し、西隣は県立志布志
高校、東の方に商店や住宅が続いて
います。校舎２階からはさんふらわ
あ号や枇榔島を見ることができ、学
校は広い運動場と緑の木々に囲まれ
た環境の中にあります。

一人ひとりを大切にした教育

　香月小学校は、本年度で創立 50
周年を迎えました。現在、通級制の
言語治療教室や 2 つの特別支援学級
など特別支援教育のための学級を含
めて 15 学級があります。
　学ぶ楽しさ、分かる楽しさを味わ
える授業の実践を通して、子供た
ちは将来に向けて大切な生きる力を
日々学んでいます。今年度から各学
級にもパソコンが１台ずつ配備さ
れ、パソコンを使った授業も多く取
り入れられています。

盛んなＰＴＡ活動

　「総務部」「社会部」「安全部」「施
設部」「保体部」の 5 つの専門部で
構成され、児童の健全育成をめざし
て、いろいろな行事に積極的に取り
組んでいます。
　また、家庭教育学級や親父学級 ( お
やじの会 ) の活動も盛んで、子供た
ちへの読み聞かせや体験活動、各種
学習会、教育環境の改善・整備の奉
仕活動にがんばっています。

（写真：香月小学校のとっても元気な 6 年生の児童）

（写真：体育祭が終わって全校生徒で記念写真！）

創立 50周年を迎えた香月小 1人 1台のパソコンでじっくりと おやじの会恒例「餅つき体験」
一校一運動「なわとび運動」

生きがい大学の方との交流風景

生きがい大学の方との交流風景

校訓：＜強く＞＜正しく＞＜素直な子＞
■校　長　     乙 須  稔
■児童数　　　365 人
■学級数　　　15 学級
■Ｐ戸数　　　270 戸

香月小学校

あ い さ つ と び か う 学 校
明るい歌声のひびく学校
花と笑顔があふれる学校

■校　長　  柿 野 幸 広
■生徒数　　　  63 人
■学級数　　　　3 学級
■Ｐ戸数　　　  57 戸

伊﨑田中学校
あいさつとびかう学校
明るい歌声のひびく学校
花と笑顔があふれる学校

■校　長　		柿野幸広
■生徒数　　　		63 人
■学級数　　　　3 学級
■Ｐ戸数　　　		57 戸

伊﨑田中学校

校訓：＜強く＞＜正しく＞＜素直な子＞
■校　長　     乙 須  稔
■児童数　　　365 人
■学級数　　　15 学級
■Ｐ戸数　　　270 戸

香月小学校
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　食育の推進、特に「早寝　早起き　朝ごはん」運動と、「おにぎり大作戦」の普及のために、２月２４日（土）と２５日（日）
に開催された生涯学習フェスティバルで、おにぎりフェスタとおにぎりコーナーを開催しました。
　生涯学習推進大会の中で開かれたおにぎりフェスタでは、本市で作られたおにぎり大作戦のテーマソング「おにぎり
がすき！」をコーラスやダンスで子どもたちが披露したり、小学校での「米作り体験」についての発表をしたりしまし
た。米作り体験は子どもたちにとって、食べ物の大切さを知り、食べ物や生産者などに感謝する心を培うよい機会となっ
ているようです。
　また、文化会館前庭のテントでは、食育や米に関するパネル展示や食へのアンケート、パンフレットの配布などと併
せて、おにぎり作り体験がありました。子どもたちは、学校給食センターの栄養士の先生方や食生活改善推進員の方々
の指導のもと、思い思いのおにぎりを作り、口いっぱいにほおばっていました。小さな子どもでもできる手軽なおにぎ
り作りですが、おにぎり作りを楽しむことは、食べる楽しさにもつながり、また、食への関心を高める要素もあります。
ときには、下にあるようなかわいいおにぎりなど作ってみてはいかがでしょうか。

おにぎりおやつで元気もりもり !

　

劇
団
四
季
フ
ァ
ミ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

『 
王
子
と
こ
じ
き
』
が
、
２
月
３
日
（
土
）

志
布
志
市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
多
く

の
親
子
連
れ
な
ど
１
０
０
０
人
が
来
場
し

ま
し
た
。

　

お
城
で
育
っ
た
王
子
と
、
ま
ち
に
住
む

こ
じ
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
着
る
物
や
食

べ
る
も
の
、
暮
ら
し
が
ま
っ
た
く
違
っ
て

い
ま
し
た
が
、
顔
が
そ
っ
く
り
の
こ
の
二

人
が
出
会
っ
た
の
で
し
た
。

　

王
子
は
、
町
の
暮
ら
し
に
あ
こ
が
れ
、

こ
じ
き
は
、
お
城
の
暮
ら
し
を
夢
見
て
い

ま
し
た
の
で
、
二
人
は
、
服
を
取
り
替
え

て
み
ま
し
た
。
さ
あ
、
そ
れ
か
ら
が
大
変

本
当
の
王
子
は
ど
っ
ち
だ
。僕
を
信
じ
て
！

■
子
供
た
ち
の
感
想

「
毎
年
観
に
来
て
い
ま
す
、
来
年
も
観
に

来
ま
す
」「
身
な
り
な
ど
で
、
人
を
判
断

し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ

た
」「
飛
び
出
す
絵
本
み
た
い
だ
っ
た
」「
わ

た
し
も
出
て
み
た
く
な
っ
た
」「
と
て
も

迫
力
が
あ
っ
た
、感
動
し
て
泣
き
ま
し
た
」

■
大
人
の
感
想

「
歌
・
ダ
ン
ス
、
本
物
に
感
動
し
た
」「
本

当
の
こ
と
、
勇
気
を
出
し
て
言
う
こ
と
が

大
切
だ
と
思
っ
た
」「
孫
た
ち
も
喜
ん
で
、

ま
た
観
に
来
た
い
と
の
こ
と
、
自
分
も
引

き
込
ま
れ
そ
う
で
す
」「
す
ご
か
っ
た
。

鳥
肌
が
た
ち
ま
し
た
、
ま
た
観
に
き
た
い

で
す
」

　

今
回
も
、
南
日
本
新
聞
社
と
の
共
催
で

広
い
範
囲
に
広
報
が
さ
れ
て
、
志
布
志
市

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
な
り
ま
し
た
。

市
内
は
も
ち
ろ
ん
、
市
外
か
ら
も
多
く
の

方
が
観
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

『
真
実
の
歌
』

　
　

ど
ん
な
と
き
で
も

　
　

本
当
の
こ
と
を

　
　

姿
か
た
ち
じ
ゃ
な
く

　
　

だ
ま
さ
れ
な
い
で

　
　

真
実
を

　
　

真
実
を

　
　

は
っ
き
り
言
お
う
♪

アンパンマンおにぎりにチャレンジしよう！ 
■材料　（10 個分） 
　米 300g　かつお節   10g　しょうゆ　少々
　ウインナーソーセージ（20cm 位） 1/3 本
　プチトマト　3 個　のり　1/10 枚
　※ラップを用意しておく。 
①かつお節にしょうゆで味つけしてごはんに混
　ぜ、少し平らな丸いおにぎりを 10 個作る。
②ソーセージの輪切りを 20 個作り、ほっぺたに。プチトマトは 1 個から 4 片
　切り、鼻にする。のりで眉、目、口を作る。
③①に②をそれぞれ飾り、仕上げる。

「おにぎりがすき！」を歌う香月小 5年生の児童 「おにぎりがすき！」で踊る志布志幼稚園の園児
米作り体験を発表する
原田小6年高吉謙吾さん

　　おにぎり大作戦推進プランイメージソング　～おにぎりがすき！～ 作詞：
　上久保大介
作曲：
　入江　英美　
編曲：
　宮田　智徳

本
当
は
だ
れ　

真
実
は
ど
こ
に
！

王子とこじきの上演舞台から

■問い合わせ先　教育委員会生涯学習課　℡ 472-1111（内線 265）

教育委員会情報ネット

　　あの感動を覚えていますか？ 4月 14 日（土）・15日（日）再び彼らと出会えます。
　4月 14 日　若潮酒造千刻蔵　午後 4時開場（午後 4時 30 分開演）
　　　　　　　チケット　2500 円（軽食付）
　4月 15 日　志布志市文化会館　午後 1時開場（午後 1時 30 分開演）
　　　　　　　チケット　小・中学生　1000 円　一般　1500 円

　　　　　　　　　　　JOY 倶楽部ミュージックアンサンブルの
　　　　　　　メンバーは知的障害を持った青年たちです。障害
　　　　がある彼らにとって演奏することは、いのちを輝かせる
こと、生きることそのものです。
純粋に音楽に向き合う彼らだからこそ表現できる音の世界をお楽
しみください。きっと皆様の心に溶け込みあたたかな気持ちにな
れるでしょう。よろこびをみなさまと分かち合えることができれ
ば幸いです。（JOY 倶楽部コンサート in 志布志　実行委員会）

■問い合わせ先
　実行委員会事務局（西国領歯科内）
　℡099-472-0118

※チケットは志布志市文化会館、
サンポートしぶしアピア、若潮
酒造協業組合にてお買い求めに
なれます。

どんなおにぎりができたかな？
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■問い合わせ先　志布志市立図書館 Tel 472-3322

図 書 館

情

報

■ : 休館日
○ かみふうせん読み聞かせ会 14 時〜
○ 毎月第 4 土曜日読み聞かせ会 14 時〜
■分館催し物のお知らせ　
3 月 3 日（土）
　松山分館読み聞かせ 14時〜
3月 17 日（土）
　松山分館読み聞かせ	 14時〜
　志布志分館読み聞かせ＆工作会
　　　　　　　　　　　　10時 30分〜
　安楽分館読み聞かせ &工作会	14時〜
３月 24 日（土）
　有明分館読み聞かせ	 10時〜
■図書返却ポストを設置しましたので
　ご利用ください。
・有明分館　農村環境改善センター入口
・松山分館　やっちくふれあいセンター

正面玄関

毎月２３日は「子どもといっしょに読書の日」

今月の
テーマ図書　「春ですね」

今月の
テーマ図書		「ベストリーダー」

土

休館日カレンダー（本館）

April　４ 月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6
8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20

March　３ 月
日 月 火 水 木 金
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24

○

25 26 27 28 29 30 31

○

○

電算化に伴う図書館利用について（お知らせとお願い）
　4 月から本館と松山分館（やっちくふれあいセンター内）・有明分館（改善センター
内）を含む５分館がオンラインで結ばれ、図書館がより身近になり、利用しやすくな
ります。また電算システム化により、図書の貸出はすべて図書館利用者カードによる
貸出となります。利用される方は必ず図書館利用者カードの申込みが必要です。
■申込みは早目にお願いします。（本館で申込みしますと、窓口で交付が受けられます）
■申込書は、本館、各分館、教育委員会支所に準備してあります。
■申込みには住所・氏名の確認のため保険証・免許証等が必要です。
※図書館利用につきましては、図書館だより『春号』で詳しくお知らせいたします。

新刊案内
■「100 万分の 1の恋人」　榊　邦彦　著

ある日、彼女は秘密を打ちあけ
た。「私は、0.0001％の運命を背
負って生きてるの」。それでも、
僕の心はこう叫ぶ。絶対に、彼女
じゃなければ、ダメなんだー。恋
に落ちることの奇跡を描いた、号
泣のラブストーリー。｛新潮エン
ターテイメント新人賞（第 2 回）｝

■「クジラの彼」　有川　浩　著
合コンで出会った史上まれ
に見る高物件の彼は、次に
いつ会えるかわからない潜
水艦乗りだった・・・。陸・海・
空の自衛隊を舞台に描いた、
男前でかわいい恋するオン
ナたちの、絶対元気になれ
る最強恋愛小説全 6 編。

○

　

２
月
２
日
に
、
世
界
の
一
線
の
研
究
者

で
つ
く
る
国
連
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政

府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）」
が
、
各
国

の
政
策
決
定
者
に
向
け
て
第
４
次
評
価
報

告
書
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

報
告
書
に
は
、「
熱
帯
域
の
海
面
水
温

上
昇
に
伴
っ
て
、将
来
の
熱
帯
低
気
圧（
台

風
や
ハ
リ
ケ
ー
ン
）
の
強
度
が
強
ま
り
、

最
大
風
速
や
降
水
強
度
は
増
加
す
る
可
能

性
が
高
い
」
と
記
載
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
も
台
風
常
襲

地
帯
で
す
の
で
、
身
近
な
問
題
で
す
。

　

前
回
の
２
０
０
１
年
に
発
表
さ
れ
た
第

３
次
評
価
報
告
書
で
は
、「
こ
の
１
０
０

年
で
世
界
の
地
上
気
温
は
０
・
６
度
上
昇
」

と
記
載
し
て
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
発

表
で
「
０
・
74
度
」
に
上
方
修
正
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
冬
も
そ
う
で
し
た
が
「
昔
に
比
べ

て
あ
ま
り
寒
く
な
い
な
あ
」
と
感
じ
て
い

る
人
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

新
技
術
や
高
効
率
化
技
術
が
急
速
に
導

入
さ
れ
て
も
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
重
視
の

高
度
経
済
成
長
が
続
い
た
場
合
、
２
１
０
０

年
に
は
、
世
界
平
均
地
上
気
温
は
４
度
上

昇
す
る
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
科
学
者
た
ち
は
、「
国
民
の
み

な
さ
ま
へ
」
と
題
し
て
報
告
書
が
発
表
に

な
っ
た
日
と
同
時
に
次
の
と
お
り
緊
急

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
ま
し
た
。

　
「
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
の
行

動
が
必
要
で
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
、
自

分
の
生
活
を
見
直
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

低
減
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
考
え
行
動

す
る
こ
と
を
改
め
て
呼
び
か
け
た
い
。今
、

行
動
を
開
始
す
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
と
人

類
の
未
来
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

　

環
境
に
や
さ
し
い
行
動
を
と
る
こ
と
、

も
は
や
こ
の
こ
と
が
今
を
生
き
る
者
の
責

務
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
こ
と

が｢

環
境
に
や
さ
し
い
行
動｣

な
の
か
考

え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

第
４
次
評
価
報
告
書

環
境
に
や
さ
し
い
行
動
を
！

過
去
１
０
０
年
で
０
・
74
度
上
昇

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

21 世紀は環境の世紀 ! 未来の子ども達に美しい地球を残すことは今を生きる私たちの責任です。

台
風
が
大
型
化
す
る

地球にやさしいこと
　　　はじめよう！

■松山分館・有明分館休館のお知らせ
　市立図書館松山分館及び有明分館は、図書館システム電算化のため３月まで休
館しておりますので、ご理解とご協力をお願いします。

平成１９年３月18日（日）

■問い合わせ先　しぶしポートマラソン大会事務局（志布志市教育委員会生涯学習課内）
　　　　　　　　℡ 099-472-1111（内線 264）

皆さんの応援をお願いします

■種目　ハーフマラソン　21.0975km	 9:30 スタート
　　　　3km　9:35 スタート　　5km	 9:40 スタート
　　　　ファミリーコース（1.5km）	 9:40 スタート
　　　　　　　　　　　					（5 ｋｍスタート後）
　　（スタート・ゴールは志布志運動公園陸上競技場です）

有明分館

松山分館

マ
イ
ロ
ー
ド
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

参
加
者
か
ら
の
一
言

　

私
は
、
毎
週
１
回
自
宅
近
く
の
道
路
の
ご
み

拾
い
を
し
て
い
ま
す
。
道
路
が
き
れ
い
に
な
る

と
う
れ
し
い
で
す
。

　

で
も
、
こ
の
前
「
あ
れ
っ
？
」
と
思
う
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
私
が
ご
み
拾
い
を
し
て
い
る

と
畑
仕
事
を
し
て
い
る
人
か
ら
「
そ
こ
の
土
手

の
空
き
缶
も
も
っ
て
い
っ
て
く
れ
よ
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
空
き
缶
は
、
農
作
業
の
休
憩

時
に
飲
ん
だ
ジ
ュ
ー
ス
缶
な
の
で
す
。
以
前
に

も
そ
の
畑
の
土
手
に
は
時
々
そ
ん
な
ふ
う
に
し

て
空
き
缶
が
置
い
て
あ
る
こ
と
が
何
回
か
あ
り

ま
し
た
が
、何
か
お
か
し
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

　

そ
の
時
は
「
自
分
で
飲
ん
だ
の
は
自
分
で
処

理
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
よ
」
っ
て
言
い
ま
し

た
け
ど
。自
分
た
ち
で
飲
ん
だ
ジ
ュ
ー
ス
缶
は
、

自
分
で
処
理
す
べ
き
で
す
よ
ね
。

「
マ
イ
ロ
ー
ド
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
と
は
、
一
人

ひ
と
り
が
道
路
な
ど
の
あ
る
区
間
を
決
め
て
そ

の
区
間
の
空
き
缶
拾
い
な
ど
を
す
る
こ
と
で
す
。

２
１
０
０
年
に
は
４
度
上
昇

台風が強くなったように感じるのは気のせい？

ごみを捨てないで！

温室効果ガスの
変化について

未来の地球のために！
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　「農山漁村女性の日」とは今女性が農
業従事者の 6 割を占めるなど、農林漁業
生産に重要な役割を果たしているだけで
はなく、家事、育児、高齢者の介護など
を通じ、健全な生活を営むために重要な
役割を担っています。そこで 21 世紀の
農林漁業、農山漁村の発展に向け、女性

の役割を正しく認識し、適正な評価への
機運を高め、女性の能力活用を促進する
ことを目的として農林水産省より「農山
漁村婦人の日」がもうけられ平成 10 年
に「農山漁村女性の日」と改め女性の能
力 ( 知恵、技、経験 ) をトータルに発揮
できるようにと設けられた日です。

3 月 10 日「農山漁村女性の日」をご存知ですか？

2007.3 ■市報しぶし　22

社
会
責
任
を
果
た
す
た
め
に
起
業
！

　

志
布
志
市
の
原
田
に
河
原
さ
ん
が
住
み

始
め
て
現
在
３
年
目
で
す
。

　

エ
ス
テ
シ
ャ
ン
の
資
格
を
有
し
以
前

は
、
福
岡
県
で
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
を
経
営
し

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
『
緑
茶
石
鹸
し
ぶ
し
』
を
開
発
し

た
き
っ
か
け
は
、
以
前
か
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
化
粧
品
を
開
発
し
て
み
た
い
と
の
強
い

思
い
が
あ
り
、
志
布
志
市
は
、
全
国
・
九

州
茶
品
評
会
む
し
製
玉
緑
茶
の
部
で
、
産

地
賞
・
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
す
る
な

ど
お
茶
の
産
地
で
、
お
茶
に
は
カ
テ
キ
ン

な
ど
の
成
分
が
豊
富
で
「
こ
れ
を
使
わ
な

い
手
は
な
い
」
と
試
作
品
作
り
を
始
め
ま

し
た
。

　

志
布
志
市
で
、
お
茶
農
家
の
西
崎
正
重
さ

ん
と
の
出
会
い
に
よ
り
、
農
薬
不
使
用
栽
培

で
育
て
た
お
茶
を
贅
沢
に
配
合
し
た
石
け
ん

を
開
発
し
全
国
展
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

開
発
に
は
１
年
を
費
や
し
「
お
茶
ど
こ

ろ
志
布
志
市
の
農
薬
を
一
切
使
わ
な
い
茶

葉
と
椿
油
、
ロ
ー
ヤ
ル
ゼ
リ
ー
な
ど
、
天

然
の
素
材
を
配
合
し
た
洗
顔
石
鹸
が
で
き

あ
が
り
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　
「
個
人
で
や
る
よ
り
も
起
業
し
て
社
会

的
責
任
を
持
っ
て
、
こ
の
石
け
ん
を
普
及

さ
せ
た
い
」
と
の
思
い
が
あ
り
、
商
品
開

発
途
中
の
平
成
18
年
５
月
に
株
式
会
社
ス

マ
イ
ル
ユ
ウ
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
現
在
行
っ
て
い
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
販
売
を
更
に
拡
充
し
、
電
話
オ
ペ

レ
ー
タ
を
雇
用
し
て
、
配
送
も
大
隅
半
島

は
自
社
で
手
が
け
た
い
と
展
望
を
話
し
ま

し
た
。

河原比呂子さん
Hiroko	Kawahara
事業所　㈱スマイルユウ
志布志市有明町原田 100-5
℡ 0120-117-174
「志布志市発！全国に

情報と商品を展開していきたい」み
ん
な
が
主
役
の
講
演
会

　

２
月
17
日
に
「
み
ん
な
が
主
役
の
講
演

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
市
内
・
外
で
活
動
さ
れ
て
い
る

各
種
団
体
や
グ
ル
ー
プ
の
方
々
が
１
３
０

人
ほ
ど
参
加
さ
れ
、
女
性
支
援
推
進
会
議

委
員
を
中
心
と
す
る
９
つ
の
団
体
・
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
、
活
動
紹
介
や
実
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、会
場
に
参
加
の
そ
の
他
の
団
体
・

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
活
動
紹
介
や
、（
有
）

フ
ァ
ー
ス
ト
シ
ー
ン
の
代
表
取
締
役
で
あ

る
本
部
映
利
香
さ
ん
（
３
月
か
ら
は
（
株
）

ド
ゥ
ー
イ
ッ
ト
、
代
表
取
締
役
坂
元
彫
荷

さ
ん
）に
よ
る
ミ
ニ
講
演
も
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
は
「
女
性
が
成
功
す
る
コ
ツ
」
と

題
し
、
16
歳
か
ら
自
営
業
を
始
め
、
現
在

は
い
く
つ
も
の
会
社
を
経
営
し
、
今
ま
で

の
経
験
で
感
じ
た
こ
と
や
思
い
を
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
、
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
会
場
に
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
と

の
交
流
会
を
行
い
、
松
山
町
「
や
っ
ち
く

母
さ
ん
の
家
」、
有
明
町
「
釜
小

屋
」
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
手
作

り
ふ
く
れ
菓
子
と
お
茶
で
、
大

変
に
ぎ
や
か
に
情
報
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　みんなが主役の講演会ではオープニングで「チーム有明
どっこいしょ」によるヨサコイが披露されました。
　その後、女性支援推進会議委員を中心とした団体の活動
紹介が行われました。（発表タイトル・発表団体）
■地域女性連絡協議会の活動
　志布志市地域女性連絡協議会会長　松元トヤさん
■保育の現場から（ビデオ）
　純真福祉会通山保育園副園長　小野芳枝さん
■げんき市「いちの会」の活動紹介（ビデオ）
　いちの会　鶴迫京子さん
■ PTA 活動の中から
　松山町泰野小学校 PTA 副会長　白坂真奈美さん
■歓迎お釈迦まつり
　志布志市商工会女性部副部長　山之内恵子さん

■エプロンシアター
　読み聞かせボランティアグループかみふうせん　田原寿美子さん
■なかよしの実践
　ボランティアグループなかよし会長　春田良子さん
■ホームヘルパーの業務（入浴サービス実演）
　志布志市社会福祉協議会　森村律子さん
■会場の参加団体からの活動紹介（腹話術など）
　全日本あすなろ腹話術同好会大隅パペット支部のほか、
かあちゃんべぶんこ会・生活研究グループ・食生活改善推
進連絡協議会・朗読ボランティアグループ鈴・読み聞かせ
グループにこにこ☆ひろば・有明更生保護女性会・あんぜ
んあんしんパトロールしぶし創年団・男女共同参画推進懇
話会・志布志市ＰＴＡ連絡協議会・NPO 法人志布志コミュ
ニティ放送が参加しました。

～男女共同参画社会とは～
　すべての人の人権が尊重され、性別にとらわれず、様々な分
野でその個性と能力を発揮し、ともに責任と喜びを分かち合え
る社会です。すなわち、個人の生きる力を発揮しながら、社会
の一員としてそれぞれを支え合い認め合い、多様性に満ちた社
会をつくっていくことです。
■男女共同参画はすべての人が対象
　「男女共同参画」というと、「女性のためにあるもの、女性の
地位向上のためのものといった感じがある」ということがよく
言われますが、男女共同参画が目指すものは、すべての人がよ
り豊かに生きることです。

■「人として」大切なことは
　私たちを取り巻く環境は、男性と女性の 2 つの枠組みに大
きく分別され、男子は外に、女性は内にといった社会規範の中
で、性に基づく生き方を求められています。自己表現に向け歩
き出そうとした時「男性」、「女性」はこうあるべきといった必
要以上の性によるとらわれやこれまでの価値観などで可能性を
摘んでしまうことも少なくありません。
　生物学的な性差はあっても、社会の中で、「人として」「個人
として」生きていく上で、何が大切なのかを考えていくことが
必要ではないでしょうか。

女性支援対策室からボランティア活動を行いたい、女性起業としてチャレンジしたい、そ
んなあなたの「再挑戦～チャレンジ」を支援していきます。困ってい

る方、事業を計画されている方、あなたの「思い」をお話ください。
　一緒に解決に向けての努力を行います。女性支援対策室は、志布志市役所（有明本庁）２階：企画政策課内にあります。

みんなのえがおで潤う志布志市

事務所では全国から注文の電話が鳴り響いていました

本部映利香さんの講演手作りの郷土菓子を食べながらの休憩

多くの参加者で会場はにぎわいました

もっと『志布志ブランド』を全国に発信したいと話す河原さん

男女で作る
うるおいと活力あるまち

男女共同参画社会
の実現を目指して

Vol.13

■問い合わせ先　企画政策課男女共同参画係　Tel 474-1111( 内線 255)
　パートナーからの暴力など、男女共同参画に関する悩み、情報がありましたらご連絡ください。秘密は固く守ります。
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俳
句
（
志
布
志
句
会
）

袋
小
路
帰
り
に
迷
う
春
の
夜 

森　

真
砂
人

わ
が
家
に
暦
の
美
女
や
今
日
の
春 

坪
田　

秀
邑

病
ん
で
み
て
優
し
さ
貰
う
花
す
み
れ 

吉
田　

十
二

立
春
大
吉
と
は
ど
こ
か
遠
く
の
人
の
こ
と 

永
山　

又
生

う
ぐ
い
す
を
さ
ん
付
け
で
呼
ふ
孫
の
立
春 

暉
峻　

康
瑞

陽
の
光
梅
う
す
紅
に
育
み
つ
つ 

野
村
佐
和
子

弓
の
実
ぽ
つ
ん
と
紅
き
詩
語
生
れ 

肥
後　

洋
子

袋
帯
き
ゅ
っ
と
締
め
た
の
は
い
つ
の
春 

天
水
美
保
子

濡
縁
に
花
葉
を
干
し
て
今
日
も
無
事 

山
本　

節
子
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　　希さん（有明町）　20 歳
　　　　職業：医療事務

趣味：音楽鑑賞
理想の異性：魅力のある人
余暇の過ごし方：鹿屋の放送局（大隅半島コミュニティＦＭネットワー
ク）に生放送見学にいったり、部屋でひなたぼっこしたり（笑）しています。
夢は：いろいろな経験を積んで今よりもっと自分を誇れるようになりた
　　　 いです。
志布志市に何を望みますか：ごみ袋の大きさを前のサイズに戻してほし
　　　　　　　　　　　　いです。
後輩から一言（唯香さん）：好きなコトに向かって頑張っている希さ
んが、とてもうらやましいです。これからも自分の目標に向かって
仕事や趣味に頑張ってください！ 2007.3 ■市報しぶし　24

　ミノリさん（92 歳）　　　　　　　志布志町志布志

加治木ミノリさんはとっても元気。今でも、自分の食事の準
備や洗濯など家事全般を行います。

「以前は元気だったんだけどね」と話す加治木さんですが、朝は
6 時には起床し散歩を楽しむなど健在ぶりを見せます。

現在の楽しみは週に 1 度のデイサービスに行くことです。デイサー
ビスではレクリエーションはもちろんですが、仲間とのおしゃべりが

楽しみだといいます。
　元気の秘訣を尋ねると「朝昼夜とも好き嫌いなく何でも食べることで
す」と話し、若い頃からどんなに食べても太らないので周りの友人たち
からうらやましがられるそうです。
　現在は、自宅のすぐ隣に子どもと孫がいるのでとても心強いと話し、

近所の方とも楽しくお付き合いをしながら心豊かに
暮らしています。

　　亜
あ れ じ

礼史ちゃん（7 か月）

　　神
じんりゅう

瑠くん（10 歳）

　　雄
ゆ う き

基くん（15 歳）
（志布志町志布志）

父　真一さん　母　睦實さん
　
　三兄弟の末っ子アッくんは、笑顔が
とてもかわいいので、みんなメロメロ
です ハイハイで、お家の中をかく
れんぼしているアッくんにママはビッ
クリ！！
　だ～い好きなお兄ちゃんが茨城の高
校へ行ってしまうので寂しいアッくん
です・・・

　　暖
は る と

大ちゃん（3 歳）

　　心
こ こ ろ

衣ちゃん（1 歳 4 か月）（有明町野神）
父　英貴さん　母　美希さん

　毎日元気いっぱいに大好きな三輪車を
こぎ楽しく遊んでいます。
　怖いもの知らずで何でも挑戦したがり、
活発な暖大ちゃんは戦隊者に夢中です。
　心衣ちゃんはリズム遊びが大好きで、音
楽が流れると体を動かして楽しそう。
　対照的だけど、仲のよい兄妹です。

　　一
い つ き

輝ちゃん（2 歳）　陽
ひ よ り

和ちゃん（2 歳）

　　咲
さ き か

花ちゃん（2 歳）　　（松山町尾野見）

父　正一さん　母　朋子さん

　とてもおしゃべりが上手な子どもたちで
す。
　けんかも多いけど、3 人仲良く遊ぶ姿は
とてもほほえましいです。
　これからも、いろいろな人に支えられな
がらたくましく元気に育って欲しいです。

現在ＰＡの修行中の勝田さん
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う
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本
村
多
可
子 咲花ちゃん

一輝ちゃん

陽和ちゃん

2月 18 日、安
やすら

楽神社の春祭りで行われたカギ引き

2月 17 日、安楽山宮神社の春祭り



お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

こ
ん
な
に
あ
る
特
例
免
除
の

　
　

メ
リ
ッ
ト
！
ま
ず
は
申
請
を
！

■
保
険
料
を
一
部
納
付
し
た
の
と
同
じ
！

　

免
除
期
間
の
年
金
額
の
計
算
は
、
保
険
料

が
納
付
さ
れ
た
場
合
と
比
較
し
て
３
分
の
１

と
な
り
ま
す
。

■
万
が
一
の
際
も
確
か
な
保
証

　

病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
の
障

害
年
金
や
、
一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た

と
き
の
遺
族
年
金
な
ど
、
免
除
承
認
期
間
に

つ
い
て
は
支
給
対
象
の
期
間
と
さ
れ
ま
す
。

■
本
人
の
所
得
を
除
外
し
て
審
査
！

　

特
例
免
除
と
は
、
通
常
で
あ
れ
ば
審
査
の

対
象
と
な
る
本
人
所
得
を
除
外
し
て
審
査
を

行
い
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
も
の

で
す
。（
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
と
き
は
保

険
料
免
除
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　

特
例
免
除
は
、
申
請
す
る
年
度
ま
た
は
前

年
度
に
お
い
て
退
職
（
失
業
）
の
事
実
が
あ

る
場
合
に
対
象
と
な
り
ま
す
。
保
険
料
免
除

の
申
請
は
、
住
民
票
の
あ
る
市
町
村
役
場
へ

「
国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
書
」
を
提
出

（
郵
送
可
）
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
請
書
は
市

町
村
役
場
、
ま
た
は
社
会
保
険
事
務
所
に
あ

り
ま
す
）
ま
た
、
こ
の
特
例
免
除
に
つ
い
て

は
、
配
偶
者
・
世
帯
主
が
退
職
さ
れ
た
場
合

に
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

※
追
納
の
お
す
す
め　

国
民
年
金
に
は
、
追

納
と
い
う
制
度
が
あ
り
、
10
年
以
内
な
ら
免

除
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
追
納
を
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
に
参
入
さ
れ
ま
す
。

年
金
情
報

■Pension information

市
役
所　
　

  

４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
１
１
６
）

志
布
志
支
所  

４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
２
４
３
）

松
山
支
所　

  

４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
２
２
４
）

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
で

は
ご
覧
に
な
れ
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
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　今年は、４年に一度の〝統一地方選挙〟の年です。本市では来る 4月 8日（日）に「鹿
児島県（志布志市・曽於郡区）議会議員選挙」が行われます。
　今回の選挙は、私たちにとって身近な選挙であり、これからの 4年間、県の政治を任
せる代表を決める選挙です。
　有権者の皆さんは、自分の意志を政治に生かす機会を無駄にせず、棄権することなく
一票を投じましょう。
■本市で投票できるのは次の人たちです。
■日本国籍を有する人で、次の二つの要件を満たす方
（１）昭和 62 年 4月 9日以前に生まれた人
（２）平成 18 年 12 月 29 日以前から市内に住所があり、投
　　票日当日までに引き続き市内に住所がある人
■投票日の前日までに県外へ転出した人は投票できません。
■ 3月 21 日以降に市内で住所が変わった人は、前住所地
　の投票所で投票してください。
■県内の他市町村に転出した人で、転出先の選挙人名簿に
　登録されていない人は、1回目の転出に限り転出先の市
　町村で無料発行する「県内に引き続き住所を有する旨の
　証明書」があれば本市で投票ができます。
■平成 18 年 12 月 30 日以降に県内の他市町村から本市に
　転入し、引き続き本市に住所を有する人は、本庁市民課
　又は各支所市民課で無料発行される「県内に引き続き住
　所を有する旨の証明書」を持参すれば、前住所地の市町
　村で投票できます。
■投票所入場券
　3月29日（木）までに発送する予定です。1枚のはがき（圧
　着式はがきなので、はがしてください。）に、世帯毎に
　最大 4人分の入場券が印刷してあります。必ず切り離
　して、各自で投票所へお持ちください。
※入場券がない場合でも、選挙人名簿に登録されている人
　は投票することができますので、投票受付時にその旨を
　お申し出ください。
■期日前投票及び不在者投票
　投票日当日に仕事や所用で投票所に行けない人は、期日
　前投票や不在者投票ができます。

■期日前投票
　期日前投票所は、次のとおり志布志市内 3か所に設置
　されています。
■期間　3月 31 日（土）から 4月 7日（土）まで
■時間　午前 8時 30 分から午後 8時まで
■場所　　志布志市役所松山支所隣　老人福祉センター
　　　　　志布志市役所志布志支所１階会議室
　　　　　志布志市役所隣　有明農村環境改善センター
※今回の期日前投票は、市内全域 3か所の期日前投票所
　で投票を行うことができます。
■不在者投票
　郵便等による不在者投票、指定病院等の不在者投票は、
　選挙管理委員会までお問い合わせください。
■投票所
　各指定された投票所で、午前 7時から午後 7時まで投
　票できます。ただし、志布志地区の四浦小学校は、午後
　6時までとなります。
■問い合わせ先　志布志市選挙管理委員会
　　　　　　　　℡ 474-1111（内線 352，356）
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４
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。
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。
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。
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４
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１
（
内
線
３
２
３
）

平成 19 年度　志布志市奨学生の募集について
　市教育委員会では平成 19 年度の高等学校・専門学校・短
期大学・大学・海外留学生を対象に、次のとおり奨学生を
募集します。対象者、必要書類につきましては市報しぶし 2
月号をご覧になるか右の問い合わせ先までお尋ねください。
■募集期間　4 月 2 日（月）から 4 月 27 日（金）
■貸与金額（年額）
　高校生　　　　　　　　　180,000 円
　大学・短大・専門学校生　360,000 円
　留学生　　　　　　　　　600,000 円

■募集要件
　本市に 4 月 1 日現在で 3 か月以上在住する方の子ども、
所得が 500 万円以下の世帯（申請者が 2 人以上の場合はこ
の限りではない）とし、選考委員会で審査のうえ決定します。
■返還方法　卒業後、1 年据え置いて翌年から 5 年～ 10
　　　　　　年間で返還していただきます。
■問い合わせ先
　教育委員会教育総務課　℡ 472-1111（内線 233）
　松山教育支所教育課　　℡ 487-2111（内線 261）
　有明教育支所教育課　　℡ 474-1111（内線 282）

 市の人口　1 月 31 日現在
人　口 35,417 人  （△ 41）
    男 16,718 人  （△ 25）
    女 18,699 人  （△ 16）
転　入 65 人 　転　出 　84 人
出　生 21 人 　死　亡 　43 人
世帯数 15,586 戸  （△ 17）

 志布志港　平成 18 年 12 月分

　①入港隻数  62 隻
　　（日本 0、外国 62）
　②輸出 8 億 2 千 2 百万円
　③輸入 92 億 1 千 7 百万円

資料　鹿児島税関支署

皆さん一人ひとりの 1票が未来の鹿児島をつくります

4 月 8 日は鹿児島県議会議員選挙の投票日です



今月の納税	 納付期限　4月 2日　					口座振替日　3月 26 日
	 口座振替をされる方は、口座振替日の前日までに残高確認をお願いします。

　　　　　				国民健康保険税（随期）　介護保険料（随期）

会計窓口

●受診

●入院が決まる

●認定証の交付申請 ●認定証の交付 ●入院する

●認定証を医療機関に提示し
　て、限度額までを支払う

※医療機関に提示するものは、住民税非課税世帯は『保険証』『限度額適用・標準負担減額認定証』。それ
　以外の世帯は『保険証』『限度額適用認定証』になります。
※認定証は原則保険税の滞納のない世帯だけに交付されます。（滞納している方はこれまでどおり、窓口で
　医療費の 3割（3歳未満は 2割）を全額自己負担します。）

認定証 認定証

４月から

変ります
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仕事や家事にお忙しい皆様へ！　市税等のお支払いは

　口座振替は、一度お申し込みいただければ、毎月 25 日（再
振替は翌月の 10 日）にご指定の口座から自動的に引き落
としを行うものです。
■口座振替の対象
　税等…市県民税・固定資産税・軽自動車税・国民健康保
　　　　険税・介護保険料
　その他…水道使用料・下水道使用料・市営住宅・保育料・
　　　　　福祉施設負担金
※水道使用料は毎月２３日に引き落としになります。

■メリット
○金融機関に納めに行く手間が省けます。
○うっかり納め忘れることがありません。
○翌年（次回）からも自動的に継続されるため
　再手続きは不要です。

■ご利用できる金融機関
　鹿児島銀行・南日本銀行・鹿児島相互信用金庫
　九州労働金庫・鹿児島信用金庫・鹿児島県信用組合
　そお鹿児島農業協同組合・あおぞら農業協同組合
　宮崎銀行・日本郵政公社

■申込方法
　左記の金融機関に申込書がありますので、必要事項を記
入・押印し、口座開設している金融機関（農協口座で振替
希望の方は、印鑑照合のためご自分の通帳明記の本（支）所）
に提出してください。
　なお、申し込み受付は随時行っておりますが、申し込み
をされた後約 2 か月登録期間が必要となりますので、申
込み手続きはお早めにお済ませください。

■問い合わせ先
　志布志市役所　本庁　税務課　収納管理係
　℡ 474-1111（内線 147・148）･･･ 税金・介護保険料
※その他の料金等については、下記のそれぞれの係にお尋
　ねください。

■その他の使用料など
　（志布志市役所　本庁　℡ 474-1111）
　水道使用料 水道局総務係（内線 483）
　下水道使用料 環境政策課環境整備係（内線 135・136）
　市営住宅使用料 管理課管理係（内線 467）
　保育料 福祉課児童福祉係（内線 173）
　福祉施設負担金 福祉課障害・高齢者福祉係（内線 175）

『税金で　あの町この町　生きている』宇都中学校 2年	本田歩美（税を考える週間大隅総務事務所長賞）

安心・確実・便利な口座振替をご利用ください

平成 19 年
４月

診療分から
入院時の窓口での
支払いが自己負担限度額までになります！

地域活性化住宅入居者の募集
原田住宅及び野神住宅の入居者を募集します

　市では、下記住宅の入居者を募集しています。
■住宅の名称及び所在地
原田住宅 J 棟（1 戸）　志布志市有明町原田 1504-12
野神住宅 G 棟（1 戸）　志布志市有明町野神 4042-4
■住宅の規格　木造（１戸建）、３LDK（22.2 坪）
■家賃月額

（１）小学校以下の子供が同居するもの　30,000 円
（２）前号に掲げる以外のもの　　　　　35,000 円

■入居資格
（１）自ら居住するための住宅を必要とする者のうち、現

に同居し、又は同居しようとする親族（婚姻の届出をしな
いが事実上婚姻関係と同様の
事情にある者その他婚姻の予
約者を含む。）がある者

（２）現に住居に困っているも
の（既公営住宅入居者は不可）

（３）市町村税の滞納のない者

■優先順位
　（活性化住宅は、民間活力を導入しながら、児童数の減
少を防ぎ、地域の活性化を図る目的として、一戸建（家族
向け）を低家賃で提供する市営住宅です。）
　１　市外居住者で、小学生の子が同居する者。
　２　市外居住者で、未就学児が同居するもの。
　３　市内居住者（校区外）で、小学生の子が同居する者。
　４　市内居住者（校区外）で、未就学児が同居するもの。
　５　市外居住者で、若夫婦。
　６　校区内居住者で、未就学児が同居するもの。
※ただし、同居する人数や年齢を考慮する。
■入居者の決定方法　
　優先順位により選考し、同条件の場合は公開抽選
■募集期間　3 月 30 日（金）まで
※入居資格、添付書類につきましては下記までお問い合わ
せ下さい。
　申込み・問い合わせ先
　管理課　管理係　℡ 474-1111（内線 467）

国民健康保険からのお知らせ

70 歳未満の人が入院したときの窓口での医療費負担が軽減されます
　70 歳未満の人が入院したとき、平成 19 年 3 月診療分までは、自己負担分（医療費の 3 割または 2 割）を全額負担し
て、あとから申請により限度額を超えた分が支給されましたが、平成 19 年 4 月診療分からは「限度額適用認定証」を
医療機関に提示することで、入院時の窓口での支払いが限度額までとなります。
　平成 14 年からすでに、70 歳以上では実施していましたが、平成 19 年 4 月診療分から 70 歳未満も対象となります。

■問い合わせ先　志布志市役所市民課国民健康保険係　℡ 474-1111（内線 123 ～ 125）
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■定員適正化計画表　　　　	　　　　　　　　（人）

項　目
17 年 18 年 19 年 20 年 21 年 22 年 23 年
実績 計 画 期 間 目標

各年度当初職員数 422 401 396 391 378 363 351
年度内退職予定者数 21 15 15 20 20 17 -

次年度新規採用者
予定数 0 10 10 7 5 5 -

年度内増減数 -21 -5 -5 -13 -15 -12 -
平成 18 年度との

職員数比較 - - -5 -10 -23 -38 -50 　
定
員
適
正
化
計
画
を
策
定
し
ま
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た

５
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間
で

70 歳未満の人は入院前に必ず申請をしてください



夜間に病気や怪我で困ったときは曽於郡医師会夜間急病センター (Tel 099-482-5899) 曽於市大隅町月野 894 番地 ( 曽於郡医師会立病院内 )
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お釈迦祭りに護衛艦「はるゆき」「あさゆき」が
志布志港にやってきます

　4 月 28 日、29 日に開催される『お釈迦祭り』に合わせて、
護衛艦「はるゆき」と「あさゆき」が志布志港に入港します。
入港に伴い、下記の日程で艦内の一般公開と体験航海が行
われます。めったにない機会ですのでふるってご参加くだ
さい。
■一般公開　4 月 28 日（土）12 時～ 16 時（事前申込み不要）
■体験航海　4 月 29 日（日）
　10 時～ 12 時　（310 人乗艦可能・事前申込み必要）
　14 時～ 16 時　（710 人乗艦可能・事前申込み必要）
■場所　観光船バース（志布志港旅客船ふ頭）
※体験航海は先着順に受け付け、定員になり次第締め切ら
せていただきますので、ご了承ください。天候によっては
中止になる場合があります。
 申込み先　お釈迦祭り実行委員会事務局（市役所港湾商工課内）
　　　　　　℡ 474-1111（内線 263、264）

２００７志布志ポートレディー募集！
皆さんの応募をお待ちしています

　志布志市観光協会では、志布志市在住の明るく積極的な
女性を志布志ポートレディーとして 2 人募集しています。
自薦、他薦を問いませんので、お申し込みください。
※申込時に写真の添付をお願い致します。
■募集要項
　・年齢　18 歳以上
　・対象　市内在住者
　・締切り　3 月 30 日（金）
　・活動内容　県内外の各種イベントへの参加
　・その他　制服一式（夏、冬）、派遣手当支給、副賞。
 申込み先	
　志布志市役所　企画部　港湾商工課内
　志布志市観光協会　事務局（京之嶺）まで
　　℡ 474-1111（内線 264）　471-4456（直通）

仕事探しをされる方や従業員を募集される事業所の皆様へ

　平成 18 年 4 月から志布志市地域職業相談室が開設され
ました。検索パソコンも設置され、今まで以上にご利用し
やすくなりました。
■業務取扱日　月曜～金曜日（祝日、年末年始は除きます）
■取扱時間　8 時 30 分～ 17 時（12 時～ 13 時は昼休み）
■取扱内容　求人情報の提供、求職申込み、職業相談、職
業紹介、Ｑメールサービス申込み、求人の申込み等を取り
扱います。なお、雇用保険は取り扱いません。
■Ｑメールサービスの概要

・登録されたメールアドレスにあらかじめ登録した希望す
る仕事があった場合、毎日求人情報を送信します。

・提供する求人情報の内容は、事業所名、就業場所、仕事
の内容、賃金や就業時間等の労働条件、加入保険などです。
※詳細については、ハローワーク大隅、志布志市地域職業
相談室（市役所志布志支所 1 階）にお問い合わせください。
 問い合わせ先　ハローワーク大隅　　　　℡ 482-1265
	　　　　　　　志布志市地域職業相談室　℡ 471-1710

しぶし・お釈迦祭り稚児行列参加者募集！

　志布志市お釈迦祭り実行委員会では、4 月 29 日（昭和
の日）に開催する「しぶし・お釈迦祭り」の「稚児行列」
へ参加される方を募集しています。
　参加を希望される方は、下記までお申込ください。
■募集要項
　・対象　2 歳から 3 歳（体重 17kg 以下）
　・募集組数　20 組
　・締切り　定員になり次第、締め切ります。
　・参加費用　1 組　3,000 円
　・その他　籠の担ぎ手は、参加者で手配をお願いします。（2人）
	申込・問い合わせ先　金剛寺　℡ 472-0125

ねえみんな、この金額に目を留めて！
平成 18年度に改正された鹿児島県の最低賃金

最 低 賃 金 名 称 時間額 発 効 日
地域別 鹿児島県最低賃金 611 円 平成 18 年 10 月 1 日

産業別
電気機械器具等製造 668 円 平成 19 年 1 月 14 日
百貨店、総合スーパー 652 円 平成 18 年 12 月 29 日
自動車（新車）小売業 672 円 平成 18 年 12 月 31 日

※地域別最低賃金は、県内の全ての労働者に適用されます
が、産業別最低賃金の対象産業に該当する場合は、その産
業別最低賃金が適用されます。
※産業別最低賃金の産業に該当する場合でも「18 歳未満
65 歳以上の方」「雇入れ後 6 月未満で技能習得中の方」「清
掃または片付けの業務に主として従事する方」など一定の
場合は産業別最低賃金の適用はなく、地域別最低賃金が適
用されます。
 問い合わせ先　鹿児島県労働局賃金室　℡ 099-223-8278
　　　　　　　	http://www.kagoshima.plb.go.jp/

保健所における健康診断書発行を廃止します

　県の保健所において実施していました健康診断書発行を
目的とした健康診断業務については、3 月 31 日限りで廃
止します。健康診断書の発行を目的とした健康診断は，公
立病院や医療期間等で受診してください。
 問い合わせ先　志布志保健所　　　　℡ 472-1021
　　　　　　　	県庁保健医療福祉課　℡ 099(286)2656
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事業主の皆様へ　労働保険年度更新手続きのお知らせ

　労働保険（労災保険・雇用保険）の年度更新手続きの期
間は、4 月 1 日から 5 月 21 日までとなっています。この
期間中に、平成 18 年度の確定保険料と平成 19 年度の概
算保険料の申告・納付を行ってください。
　また、平成 19 年 4 月 1 日から、石綿健康被害救済のた
めの「一般拠出金」の申告・納付が始まります。労災保険
適用事業場の事業主のかたは、労働保険料と併せて申告・
納付していただくことになります。
 問い合わせ先　鹿児島労働局労働保険徴収室
　　　　　　　	℡ 099-223-8276

自動車の名義変更・抹消登録の手続きは確実に！

　自動車税は、毎年４月１日現在で車検証に記載されてい
る自動車の所有者または使用者に納めていただく税金で
す。そのため、自動車を下取りに出したり廃車にした場合
でも、移転登録や抹消登録が済んでいなければ、いつまで
も元の所有者または使用者に税金がかかってきます。
　まだ移転・抹消の登録がお済みでない方は、３月末まで
に必要な手続きをとってください。
 問い合わせ先
　・自動車の登録手続については
　　鹿児島運輸支局登録部門　（℡ 050-5540-2089）
　・自動車税については
　　県自動車税管理事務所　　（℡ 099-261-5611）

特設人権相談所が開設されます

　鹿児島地方法務局と鹿屋人権擁護委員協議会では、人権問題
や法律に関する問題等地域住民の方々の相談に応じています。
■場所　4 月 16 日（月）　曽於市老人福祉センター
　　　　4 月 20 日（金）　志布志市市民センター
　　　　4 月 25 日（水）　大崎町中央公民館
■時間　10 時～ 15 時
	問い合わせ先　地方法務局鹿屋支局　℡ 0994-43-6790

3 月と 4 月の行政相談は都合により中止いたします。

３月
４月

18日 はまさき耳鼻咽喉科（耳鼻咽喉科） ℡473-3387
 藤後クリニック（内科） ℡472-1237
21日 松下医院(内・外科、皮膚科) ℡472-1124
 山下クリニック（内・外科、整、脳） ℡487-9001
25日 手塚クリニック（内・外科） ℡472-5565
 砂原医院（内・外科、小児科） ℡474-0020
１日 東郷クリニック（産婦人科） ℡473-1035
 石神診療所（内科・皮膚科） ℡474-0107
８日 藤後クリニック（内科） ℡472-1237
 びろうの樹整形外科（整形・内科） ℡471-6611
15日 陽春堂内科診療所（内科） ℡472-5511
 砂原医院（内・外科・小児科） ℡474-0020

3月・4月 休日在宅医診療

※都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機

関は、電話でのテープ案内（℡0986-23-5555）

を行っていますのでご活用ください。

3/

4/

松山地区　
３ 月 濱田建設　　　℡ 487-2288
４ 月 今井水道　　　℡ 487-8868
志布志地区
３ 月 ６ 日～３ 月 12 日 崎田建設 ℡ 473-0050
３ 月 13 日～３ 月 19 日 志布志水道 ℡ 472-3540
３ 月 20 日～３ 月 26 日 九電工 ℡ 472-0112
３ 月 27 日～４ 月 ２ 日 山本組 ℡ 472-1101
４ 月 ３ 日～４ 月 ９ 日 宮崎水道 ℡ 472-1081
４ 月 10 日～４ 月 16 日 高吉組 ℡ 472-0721
有明地区
３ 月　　　山中水道建設　℡ 474-1440　有線 6930
４ 月　　　有明水道土木 ℡ 475-0635　有線 3672

水道修繕当番店
■志布志地区　19 年 1 月 15 日採取

上　水　道 志布志地区簡易水道

検査項目 単位水 水質基準／採取地 安楽公民館 森山小学校 出水地区
出水公民館

田之浦地区
大越地区

上田之浦地区
大久保墓地

四浦地区
四浦小学校

一般細菌 個 /mℓ 100 以下 0 0 0 0 0 0
大腸菌群 - 検出されないこと 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

硝酸性窒素及び
亜硝酸性窒素 mg/ℓ 10 以下 7.6 2.9 3.7 1.3 2.1 0.5

塩化物イオン mg/ℓ 200 以下 14 8 14 6.3 9.3 4.9
有機物等

（全有機炭素（TOC）の量） mg/ℓ 5 以下 0.5 未満 0.5 未満 0.5 未満 0.5 未満 0.5 未満 0.5 未満

pH 値 - 5.8 以上 8.6 以下 6.3 6.7 6.8 6.8 6.9 7.2
味 - 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 - 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし
色度 度 5 以下 1 未満 1 未満 1 未満 1 未満 1 未満 1 未満
濁度 度 2 以下 0.1 未満 0.1 未満 0.1 未満 0.1 未満 0.1 未満 0.1 未満

残留塩素 mg/ℓ 0.31 0.4 0.6 0.53 0.45 0.37
※市水道局では安心・安全な水道水の提供の一環として定期的に各水源地の水質検査を行い、公表しています。

■問い合わせ先
志布志市水道局　℡474-1111（内 482）
松山分室　　　　℡487-2111（内 255）
志布志分室　　　℡472-1111（内 217）



志布志市くらしのカレンダー

消費税確定申告締切日

293/13 中学校卒業式

14 母子手帳交付（9:00～12:00 松山支所福祉課）
心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）

5歳児歯科検診（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
30

15 移動年金相談（10:00～15:00 志布志支所1階会議室）

巡回健診結果報告会（9:00～9:30受付 やっちくふれあいセンター）
三種混合予防接種（13:30～14:00受付 アピア2階ホール）

三種混合予防接種（13:30～14:00受付 アピア2階ホール）
3歳児健康診査（13:00～13:30受付 改善センター）

所得税確定申告締切日 31

16
4/1

17 2

18

(火)

法律相談（13:00～15:00 志布志市役所本庁3階）
市春季畜産共進会（JAあおぞら主催）

市春季畜産共進会（JAそお志布志支所）
心配ごと相談（10:00～15:00 市老人福祉センター）

3

(木)

4

(金)

市春季畜産共進会（JAそお松山支所）
巡回健診（7:30～9:00 ※1※2）　11日まで

小・中学校・入学式

心配ごと相談（10:00～15:00 市民センター）

鹿児島県議会議員選挙投票日（27頁参照）

5

(土)

6

(日)

7

(月)

8

(火)

9

10

11

乳児検診/BCG予防接種（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
3歳児健康診査（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

12

第2回しぶしポートマラソン大会（20頁参照）

19

(水)

三種混合予防接種（13:30～14:00受付 改善センターホール）

1歳児歯科相談（9:30～10:00受付 健康ふれあいプラザ）
育児相談（10:30～12:00 健康ふれあいプラザ）

20

(木)

法律相談（13:00～15:00 志布志支所5階会議室）
心配ごと相談（10:00～15:00 市老人福祉センター）
心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
心配ごと相談（10:00～15:00 市老人福祉センター）

21

(金)

春分の日

22

(土)

小学校卒業式
1歳6ケ月児健康診査（13:00～13:30受付 改善センター）
1歳児歯科相談（9:30～9:45受付 宇都鼻農村研修センター）
3歳児健康診査（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
育児相談（10:30～12:00 宇都鼻農村研修センター）

23

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(日)

24
にこにこひろば（ 14:00～ 改善センター）

25

26

27

日曜当番医は○○ページに掲載しています

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

2歳児歯科健診（13:00～13:30受付 改善センター）
13

(水)
28 母子手帳交付（9:00～12:00 松山支所福祉課）

1歳6か月健康診査（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

母子手帳交付（13:30～16:00 本庁保健課窓口）
心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
※　志布志支所での母子手帳交付は毎週月曜日の午前中に福祉課窓口で行います。
※1  場所・時間の詳細は、対象者に配布される受診票をご覧になるか、市役所保健対策係にお問い合わせください。
※2  巡回健診は「基本健診、胃がん検診、超音波検査・大腸がん検診」になります。

(金)
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３
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・
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月
の
行
事
予
定

げ
ん
き
市
（
昭
和
通
付
近
）

　

毎
週
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・
日
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日
（
９
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15
時
）

花
野
果
市
（
田
之
浦
ふ
る
さ
と
交
流
館
）

　

３
月
25
日
（
９
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12
時
）

や
っ
ち
く
ふ
れ
あ
い
市
（
道
の
駅
松
山
）

　

３
月
25
日
、４
月
８
日
（
10
時
～
12
時
）

戌
の
市
（
宝
満
寺
）

　

３
月
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４
月
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駅
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り
会
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曜
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市
（
ア
ピ
ア
前
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毎
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３
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時
）

そ
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た
ら
庵
（
山
重
芝
用
）

　

毎
週
日
曜
日
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時
～
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時
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ニ
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ま
で
ご
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報
く
だ
さ
い

◎
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。


